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第 26回日本畜産学会北海道支部大会

昭和 4 5年 9月 1日(火)

(於北海道立新得畜産試験場)

• 
大会次第

1. 一 般 講 演(午前の部)

第 1会場 1 ~ 1 5 9. 0 0 ~ 1 1. 5 0 

第 2会場 24;--37 9. 0 0 --1 1. 5 0 

2. 思 食 1 1. 5 0 --1 2. 2 0 

3. 旦'1"公b、 会(於第 1会場〉 1 2. 2 0 --1 3. 3 0 

• (1) 北海道支部総会包) 北海道在住日本畜産学会本会員 Kよる総会

4. 一般 講 演(午後の部)

第 1会場 1 6 ._ 2 3 1 3. 3 0 '" 1 5. 0 0 

5. 場 内 見 で戸斗Tヰ- 1 5. 1 O，.._， 1 6. 0 0 

6. 懇 親 会 ] 6. 0 0よb
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講 演 題 目

第 1 会場 午前の部

(予定時刻)

9. 0 0 1. 窒素施肥なよび刈取時期が乾草の飼料価値Kなよほす影響

(道立新得畜試)0和泉康史，大橋尚夫，及川 寛

9. 1 2 2 乾草の梱包時水分含量が品質なよび栄養価Kむよぼす影響

(酪農大)0楢崎 昇，溝 浩3大中賢壱

9. 2 4 3. 草サイレージに対する乳酸菌(Lac七obaci工1.u s Plan~arum 培養液)

• の添加効果

(北長試草地開発第 1部)0山崎昭夫，高野信雄.，，，JT山下良弘

上 昇，鈴木慎二郎

9.3 6 4. サイレージの消化，利用に関する研究

第 5報 無細切牧草サイレージの品質改善と飼料価値について

(道立新得畜試)0石栗敏機，斉藤恵三

9.4 8. 5. サイレージの消化，刺用陀関する研究

第 6報 F 1青刈bとうもろとしサイレージの飼料価値Kついて

(道立新得畜試) 石栗敏機

1 O. 0 0 6. 原料草の切断方法とサイレージの品質

(北長試草地開発第暗日) 山下良弘，高野信雄，山崎昭夫

。=上 昇，鈴木慎二郎

1 O. 1 2 7. 刈取時期月Ijサイレージの増体効果

• (北長試草地開発第1部，) 0山下良弘，高野信雄，山崎昭夫

三上 昇，鈴木慎二郎

1 0.2 4 8. 早期離乳子牛Kvてなける草サイレージの利用性十てついて

(帯広畜大) 0藤 田 中谷

(留萌北部地区農業改良普及所) 橋立賢二郎

1 O. 3 6 9. 穀実サイレージの調製利用陀関する研究

第 2報 スチーノレ気密サイロ Kよるサイレージ品質，栄養価と噌好性K合、て

(北農試草地開発第1部) 0高野信雄，山下良弘，三上 昇

山崎昭夫，鈴木慎二郎

1 O. 4 8 1 O. 高水分穀実の飼料特性

I 小麦Vてついて

(北長試畑作音D 八幡林芳，名久井忠，岩崎 薫

ー-3-



1 1. 0 0 1 1 説牛の第 1胃内発酵に関する研究

I 濃厚飼料の給与量が乳牛の第 1胃内容性状および低級脂肪酸組成k

bよぼす影響

(道泣新得畜試)0和泉康史，大橋向夫

11.12 12 集団放牧忙なける育成牛の発育と甲状腺機能左らび(疋その相互関係につい

1 1: 2 4 

て

(北農試畜産部) 岡 田 清，柏木 甲

F 3 乳牛陀金けるグノレクロン酸代謝}一実験動物に対する各種グルクロナイド

産生薬物投与の影響(予報)

(酪農大) 湯浅 売:

11.36  J!4 子牛のエネ Jレギ一代謝

-1 1.4 8 

1. 3 0 

1.基 2

E ホノレスタイン雄子牛の 6ク月令までの安静時熱発生量と毎分呼気量

の変化

(北大農)0朝日田康司，広瀬可恒

1 5 子牛のエネルギ一代謝

亜 日甫乳中の子牛の安静時呼吸量bよひ1呼吸当王子について

(北大農)0関，根純二郎，朝日田康司，広瀬可恒

第 1 会場~。午後の部

1 6 離乳子牛句発育._:;鋼料摂取量なよび水の出入忙なよほす飲水量の影響

(新得畜試) 0西埜 進，塚本 達，曾根章夫

1 7 発育Kとも左う子牛の血液性状の変化(2 ) 

(北大農) 0大久保正彦，高尾十四郎，朝白田康司，広瀬可恒

1'. 5 4 1 8 子牛の尿素利用陀関する研究

I 離乳直後忙なける尿素利用

(帯広畜大)0松岡 栄，藤田 裕，橋爪徳=

2: 0 6 1 9 ホルスタイン雄子牛の育成肥育

第 1幸良一肥育素牛生産方法の違いが増体成績左ど忙なよぼす影響

(北大農 )0小竹森言11 央，高木亮司，広瀬可恒

2. 1 8 2 0 ホノレスタイン雄子牛の育成肥育

第 2報肥育素牛価格陀ついて

(北大農)0広瀬可恒ー高木亮司，小竹森訓央

ー-4-
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2. 3 0 2 1 乳用子牛の早期集団放牧育成法K関する試験

第 4報乳用子牛の群飼育期(t(;j;-.ける濃厚飼料の摂貨車度

(道立根釧農試)0蒔田秀夫，鳶野 保

2.4 2 2 2 ホルスタイン種法勢牛の仕上げ肥育期の摂食行動

(帯広畜大)0左 久，春日 朗，石井英次

青木 勲，鈴木省=

2.5 4 2 3 育成牛の発育Kなよぽす飛来昆虫と寄生虫の影響Kついて

(北良試草地開発第 I部)0鈴木慎二郎、，高野信雄

• 

• 
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第 2 会 場 。 午 ー目ミiリ:.. の 部

(予定時刻)

9. 0 0 2 4 カゼインミセルの形態K関する研究

E 真空蒸着法と酷酸ウラニノレ染色Kよる比較Kついて

(酪農大)0安藤功一，遊佐孝五

(北大農) 高橋興威

9. 1 2 2 5 プノレーチーズ'の脂質Kついて

(帯広畜大)υ藤島利夫 p藤野安彦

9.2 4 2 6 北海道陀長ける最近の生乳成分陀ついて

(北酪検) 0笹野 貢，大沢貞次郎，大浦義教

9.3 6 2 7 モデル地域を対象とした生乳の無脂固形介格付法の検討 • (北酪検)0大浦義教，笹野 貢，大沢貞次郎

9.4 8 2 8 豚技肉組成の簡易推定法K関する試験

1 比重Kよる豚技肉組成の推定について

(道立滝川|畜試) 0安東正史，阿部 登，糟谷 泰

山田 渥

1 0.0 0 2 9 肉豚陀対する廃液添加澱粉粕の利用性

第 1報廃液添加澱粉粕の消化率

(道立滝川畜試)0吉本 正，米田裕紀

1 O. 1 2 3' 0 肉豚K対する廃液添加澱粉粕の利用性

第 2報廃液澱粉粕の肥育効果

(道立滝川畜試) 0米国裕紀，吉本 正

1 O. 2 4 3 1 豚の冬期保温方式に関する研究 • E 離乳日令の相異と保温効果の関連について

(道立滝川畜試)0糟谷 泰，阿部 登，米 田裕紀

所 和暢

1 O. 3 6 2 3. 鶏の能力と環境との関連性について

(帯広畜大)0吉野 洋，光本孝次，庄戻孝義

1 0.4 8 3 3 北海道忙なける家鶏の野外飼育十てついて

(酪農大)0市川 舜，三上 勝，川Ii:頼 治

宮崎英

1 1. 0 0 34 乳牛の量的形質K対する統計的分析

I 全十勝乳牛共進会になける育種傾向

ー-6一ー



(帯広畜大)0光本孝次，森 雅雄，辰巳充弘

庄武孝義，十勝農協連畜産指導課

11.12 35 へリングボーン型ミノレキングパーラーの搾乳能率Kついて

(道立新得畜試) 0曾根章夫，塚本 達，西埜 進

1 1. 2 4 3 6 機械搾乳の難易性K関する試験

第 2報搾乳性の産次間変動

(道立新得畜試) 0塚本 達，曾根章夫，西埜 進

1 1. 3 6 3 7 搾乳環境の変化K対する乳牛の適応Kついて

(帯広畜大) 新出陽二

• 

• 
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般 諸 演

第 会

要

場

己
目

1 ，窒素施肥及び刈取り時期が乾草の飼料価値に及ぼす影響

(道立新得畜試)0.，和泉康史，大橋向夫

及川 寛

目的

牧草の栄養価が刈取時期及び施肥量tてよって異左るととについては多〈の報告が左されているが，と

(vr.窒素施肥量による乳牛の噌好性えの影響Kついての報告が少左い。

本報では，窒素施肥量及び刈取時期の異左る材料草から調製した乾草Kついて乳牛の採食量を調べ，

その飼料価値を検討したので報告する。

方法

チモシー主体の園場を窒素高水準区と低水準区K分け，窒素をそれぞれ12均ou3K勾Oa施肥し，
リン酸，カリは両区同一量とした。

牧草の刈取bは穏字期(6月 18日〉と出穏期(7月 8日)vr.行左い?自然法によ b乾草を調製し梱

包後畜舎に収納した。

採食試験は乾澗期の乳牛 4頭を用い， 1期 7日聞の4X 4ラテン方格法Kよb実施し，消化試験及び

窒素出納試験は 3頭のめん羊を用いて同時K行左った。また，尿中K排、准される窒素量と関係のある第

I 胃内 NH3~ -N濃度の測定Kは第1胃アイステルを装着した乳牛4頭を用いて実施した。

結果

1) 窒素高水準区は低水準区に比べ両刈取b時期vr.:jo"いて粗蛋白質含量及び組蛋白質の消化率が高<， 

DCPがi蜘した(P< .01)， 

2) 有機物の消化率及びTDNは穂、字期で差は認められ左かったが，出穂期vr.:jo"いて高水準区が高か

った(P< ..，01 )一方， NFEで、は穂、字項目で高水準区が低<，出穏期では逆K高かった(P<・01)

3) 各乾草の 1日1頭あたb採食量は穏字期高水準区 11. 7 K$?，低水準区 13. 1 K$7，出穂、期高水準区

9，0 K$7，低水準区 7.3K$7で穂字期にないて低水準区が多い傾向を示したが(P>  • '05 )，出穏期では

逆に高水準区が多かった (P< ..05) 
4) 窒素出納司令市各乾草の組蛋白合量に差があるため窒素摂取量が呉左ったが，組蛋白含量の高い

乾草ほど窒素の蓄積量が多い反面，尿中に排、准される窒素量も増加した。

また，第1胃内 NH3- N濃度は粗蛋白含量の多い乾草ほど高い推移を示し，粗蛋白摂取量と NH3-N

濃度との間vr.r=  0.988の高い相闘が得られた。

-8-

• 



2 乾草の梱包時水分含量が品質及び栄養価に及ぼす影響

O.楢崎昇，溝 浩

田中賢壱(酪農大〉

乾草の品質や収量は材料草の種類，成熟状態，調製方法，水分含量，調製時の気象条件左どに影響さ

れる。特に調製時の天候不j院は作業能率を低下させるばかbで左く，降雨による養分の溶出，カピの発

生や腐敗Kよる損失左どをもたらし，品質を著しく劣悪化させるととが少左〈左い。最近，一連の機械

化K伴なって短期間K乾草の調製収納が可能K左ったが，気象条件による制約を脱しうるととは困難左

状態Kあるといえる。

従来，乾草の調製Kは水分含量を20係以下に下げてから収納する方法がとられているが，そのため

• vc気象条件Kよっては多くの時日を要するo 本研究では従来の方法よ川速やか内包収納するととが
可能か否かを知るために，水分含量が 20婦に至ら左い段階で梱包した場合の乾草の品質及び栄養価K

• 

ついて検討した。

材料草はオーチャドグラス・ルーサン混播の 3番草で，刈b取bは1969年 10月4日K行左った。

圃場で自然乾燥を施し左がら水分含量が45係， 3 5係， 2 5弼， 1 5婦のj慣に目標水分K達した時点

で相包した。個数は 1区当 b9個で，梱包後は牛舎2階に収納し， 4 5日聞にわたb梱包内の温度変化

を測定した。その後，品質の判定を行左い，次いで去勢雄山羊2頭を用いて消化試験を実施した。

ヅリb取b後梱包までlモ要した乾燥時聞は 45弼区，. 3 5弥区が約1日， 2 5係区が4日間， 1 5弼区

が 16日間であった。貯蔵中の梱包内温度は 45 %区が 5日目 59. 9 'C，. 3 5 %区が 6日目 55. 7 'C， 

25%区が 10日目 43.7 'Cでそれぞれ最高温度K達した。 15 %区では発熱の現象は認められ左かっ

た。貯蔵期間を経て各区の水分量はいずれもなよそ 20弼前後の値を示した。品質判定の結果は 45%

区42点， 3 5弼区 51点， 2 5弼区 66点， 1 5弼区 74点であb，特vc4 5弼， 3 5婦ではカピの

発生が著しかった。乾物の消化率は 15係区 62. 3 l %，-2 5 %区 58. 8 5係， 3 5 %区 58.1 8係で

梱包時の水分含量が高いもの程消化率は低〈左った。他の各成分についても同様の傾向を示した。可消

化成分では 15弼区 DC P 1 O. 1 9弼， T D N 4 9. 1 9婦， 2 5弼区 DC P 1 0.3 9弼， T D N4 5.1 9 

%， 3 5弼区 DC P 1 0.1 3係" T D N 4 4.0 4婦であった。 15弼区では乾燥調製K長時尚を要した

ため，ノレーサン葉部が脱落して組蛋白質含量は他区に比べて低〈左.!?，消化率が高いにもか Lわらず

DCPは他区とほぼ等しく左った。 45弼区は品質，噌好性ともK悪<，採食状態、不良のため消化試験

は中断した。他の区Kついては晴好性はいずFれも極めて良好で，区分による差は認められ左かった。

R土の結果から梱包時の水分含量Kよって仕上b乾草の品質，栄養価は左右されるととが明らかK左

抗。また気象条件Kよって乾燥仕上げK長時間を要する秋季にないても，従来の水分含量よ b高<2 5係

程度であっても良質の乾草が得られ，調製時間は短縮できるように思われた。

-9一
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3 草サイレージに対する乳酸菌 (LactobacillusPlantarrun培養液〉の添加効果

(北農試草地開発第 1部)0山崎昭夫，高野信雄

山下良弘，三上 昇

鈴木慎二郎

草サイレージK対する乳酸菌の添加効果にヲいて， 1. 5トン容のコンクリートサイロを用い，消化率，

晴好性， DM回収率Kついて検討した。

1) L. Pユ包n七arumは，予め牧草汁液K接種， 3 2 'cで 2日間培養し?埋草時にこの菌液 1oを2

%ブドウ糖液29 oで稀釈， 1. 5トンの牧草K散布した。

2) 原料草はコナーテヤードグラス，アノレファノレファ主体で‘水分83.9%でハーベスターで収穫した。

3) 供試サイロは直径1.2m高さ 2.4m，内容積2.7m3， ~F汁口を有する粗サイロ 2 基で，サイロ . 

1を乳酸菌添加，サイロ 2を無添加とした。両サイロは成人3人で踏圧し，サイロ水蓋によ b密封加重

した。埋草は 5月29日で取b出しは 9月 21日，熟成期間は約 4ク月であった。

4) サイレージの外観は両サイロとも多汁であったが，褐黄緑色を呈し甘酸快臭を伴い良好であった。

サイロ 2はや Lアンモニア臭を伴ったo PHはサイロ 1が 4.00， 2が4.29であ1:?，全N(!C対する

NH3-Nの割合は 8.9婦と 14. 1婦でサイロ 1の方が若干よかった。総酸量は， 2.6 9弼K対して2.24

¢であり，総酸量K対しサイロ 1は 3O. 5 %が揮発酸であれサイロ 2は54. 9係と高かった。揮発酸

の主成分は両サイロとも酢酸であ1:?，酪酸はみられ左かった。 DM回収率はザイロ 1が優れていた。

5)原料草とサイレージの消化率は表のどとく両サイロとも原料草よ bむしろ高い値を示した。サイ

ロ1がサイロ 2よbもわずかに高かった。

ー、

区 分 DM消化率 蛋白質弼 脂肪弼 NFE  繊 京佐

原 料 草 69.5弼 74.2弼 62.1弼 70.5弼 73.2弼

サ イ ロ 1 71.0 78.9 74.8 74.3 70.6 

サ イ ロ 2 69.2 75.2 74.8 69.4 72.5 

6) サイレージの採食量はサイロ 1が平均34.9 K9，サイロ 2では 31. 6 Kqで‘サイロ 1の方が若干よ

かった。

7) 取出時のサイレージの微生物相をみると， L. Pユall七arum添加のものが，無添加のものに比

べlac七ocacillusと酵母がやや多く一般細菌がやや少えといが，酪政菌，蛋泊分解菌， カピ左どの菌相で

は全〈ー益が誌められ左かった。

-10一
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4 サイレージの消化、利用に関する研究

第 5報 無細切牧草サイレージの品質改善と飼料価値について

(.道立新待畜訊)0石栗敏機，斉藤恵三

前報にないて，原料亭の水分を 60'"'" 7 0係I[C予乾処理するととによ 9;良質左無細切牧草サイレー

ジが調製可能左ととを報告したが，との場合，開封後の品質維持K問題があったので，今回は，塩酸b

よびブドウ糖の添加による品質改善完仕果とあわせて，原料草・乾草とも飼料価値の比較を行在った。

1 969年 6月 13日に刈b取った草丈 75 cmのテモシー主体のマメ科率 6婦の混播牧草で， 1 0 a 

当b生草収量 96 OKgの牧草を用いた。レシプロモーアで刈取b，その一部を直ちK冷蔵庫K保存して

原料草の消化試験に供試した。他は晴天(!L5時間予乾(水分 61. 5婦)し， 2規定塩酸4弼，ブトr守ウ糖

• 2吋係， 無添籾力加日mのω3処雌理の例サイWレ一ジ汁を制搬製し比fたM之O 車出そ初の後伽3日附悶間jを桟要し山てや叫/小Jト坤、堆麟醐積積、

たO サイロ規模，消化試験等は前報と同様である。

‘ 

サイレージの化学的品質は塩酸添加，ブドワ糖添加，無添加の)~(!L 1:> H (5. 1， 5.2， 5. 5 )乳酸(0.45，

1. 4 4， O. 7 1領)際酸(O. 1 4， O. 3 2， O. 1 8係)総酸(1. 7 2， 2. 5 9， 1. 2 9弼)VBN/T-N 

( 5. 7， 5. 6， 5. 2 % )であった(有機酸は乾物中弼)。無添加サイレージの品質も比較的良心塩酸

なよびブドワ糖添加C効呆は顕著K現われず， 3処理問の品質の差は少左かった。塩酸サイレージは 9

月6日K開封したが，部分的K発熱をみたため，他は 11月11日から開封して調査した。各サイレー

ジとも-pHは高(，乳酸含量も低く，開封後の品質維持は充分で左かった。

供試材料の飼料価値は表K示す。各飼料とも採食量は体重の 2弼前後で，飼料価値にほとんど差は左

( ，原料草と比較しても栄養価の低下をみ左かった。めん羊の窒素出納測定結呆は，原料亭の窒素蓄積

のみが負と左b，尿中排池割合も高かった。塩酸サイレージは蓄積量が一番高(， ~同世割合が低かった

が，原料草以外の飼料開(吃差は左かった。

外気温の高い期間Kサイロを開封し，利用する場合，. 2次発酵の危険があb，無細切のため，サイロ

内での圧密や乳酸発酵が充分左され左かった。予乾サイレージはその飼料価値の点で、優れているが，慣

行サイロでの保存性にはまだ問題があb，今後とれらの改善のため，添加物の種類や添加量Kついて検

討し左ければ左ら左い。

DDM DCP TDN DE 

原 1料 草 68.4弼 9.7係 67.4弼 3.21'Kca工令-fDM

塩酸サイレージ 68.0 9.6 67.5 3.23 

プドク1窟サイ vレージ 67.0 8.6 67.3 3.28 

無添加サイレージ 66.8 9.2 68.4 3.26 

車2 草 68.4 8.6 67.4 3.02 
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5 サイレージの消化、利用に関する研究

見6報 Fl青刈りとうもろこしサイレージの飼料価値について

(道立新得畜試) 石栗敏機

十勝管内にないてもサイレージ用とうもろとしの作付は増加してあ、]:?，除々にではあるが 1代雑種の

利用も普及しつつある。しかし，とれら耳品種の飼料価値Kついての報告は左いため，今回は十勝地方

の適品種とされている代表的見を栽培し，その飼料価値を検討した。

供試した品種は複交4号，交8号，ジャイアンツで， 1 9 6 9年 5月 16日に各 10 a播種し，標準

施肥量で栽培， 9月22日Kロークロップユニットっきハーベスターで収穫した。 10 a当b生草収量

は上記の品種j踊VL( 4. 1 9， 6. 2 1， 6. 8 5七)で，穀実の熟度は(乳熟後・中・前期)であった。サ

イロ規模，消化試験等は前報と同様であるが，各品種について 2反復でサイロに詰め，消化試験も反復

して実施した。

サイレーヅの化学的品質にはほとんど差は左<， 1) H ( 3. 6 '"'-' 3. 7 )乳酸(1.2'"'-'1.5弼原物中)の

範囲であった。しかし，コーンサイレージの評価基準による得点は (72，67，- 52)で品種間K水

@ 

分，穀穏の混入度，熟度K差があった。

サイレージの飼料成分は水分(8 1. 2， 8 1. 1， 8 3. 8弼)，粗蛋白質(7. 5， 7. 6 ， • 7. 8弱〉粗繊

維(2 4.8，、 25. 9， 2 9. 5弼);可溶無窒素物(5 9. 2.， 5 6. 9， 5 3. 3弼)総エネルギー (4.52，

4. 6 7， 4. 6 6 K c a l/ g )であった。消化率は組蛋白質(5 2. 3， 5 5. 9-， 5 7. 8 % )粗繊維 (68.5， 

6 2. 7， 6 6. 7 % ) ，可溶無窒素物(7 4. 9， 7 1. 9， 6 9. 4婦〉エネルギー。(69.8" 6 7ふ 67.0 % ) 
であった。

飼料価値なよび消化試験本期間中の採食量を表K示す。播種後降水畳が少左ぐ，地温が低くかったた

め初期生育が悪るし 8月の低温等Kよって，早生品種の複交4号ですら糊熟期Kいたら左かった。し

かし，雌穂、率の高い複交4号は飼料価値が 1番高<，採食量も多<，交8号とジャイアンツKは差はあ

まb左かったがf 採食量は交8号が優れていた。

DDM  DCP  TDN  DE  乾物摂取量

複交 4 号 69.0弼 4.0領 69.8弱 3.1 5 kcaJ/g 729g 

、

交 8 ロザ 65.4 4.3 65.9 3.14 610 

ジャイアンツ 65.3 4.5 65.1 3.12 539 
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6 原料草の切断方法とサイレージの品質

(北農試草地開発第I部〉山下良弘，高野信雄

山崎昭夫)~Q.三上 昇

鈴木慎二郎

無切断サイレージは切断サイレージK較べ品質が劣ることが認められているふ一方牧草収穫機械もフ

レーノレ型或いはシリンダー型J、ーベスターのように切断の状況，長さ左どにか左bの差が見られる，と

のことかも 3機種を用いて切断したサイレージの品質について無切断サイレージとの対比で検討した。

処理は無切断，平均1.07cm切断(シリンダ型)平均4.9cm切b裂き(〆プルカット式フレ-Jレ型)平

均 2.6cm切断(サイレージカッター〉の 4処理とし，それぞれ経1.5m高さ 2.4 mのサイロに埋蔵常時

4人が踏i圧し圧封加重はサイロ水蓋(27拘 /.3OcrA)によった。原料草はォーテヤード主体の 1番草

(平均水分 8.4.8弼出穂始期，収量32七/10aで6月12日K収穫した。消化試験や原料草，サイレー

ジKついて"dめん羊4頭によ.b，常法で行ったσ原料草及びフレール切断，無切断サイレージは給与

時Kカッターで切断した。給与試験はホ種育成牛4頭を用い 1期 5日(後半3日を本期)4期のラテン

方格法Kよb採食量?と調査した。

1)理蔵密度は，埋蔵直後にないて無切断で335 1.07cm切断で、は 584，49cm切b裂きでは

4'.4 5， 2. 6 cm切断で~i'i 4 7 2均/ば(D M 5 3. 2， • 8 4. 1，_ 6 7. 2， 7. 2. 7 K'i{ / m3 )で細切する程埋

蔵密度は高かった。排汁損矢量はそれぞれ埋蔵生草比 11. 9， 5. 2， 1 5. 6， 2. 7弼(DM埋蔵比 3.7"

1. 8.， 5. 2， O. 9弼)4. ~ cmザ~.b裂き処理が最も高かった。とれは切 b 裂きによ.b ，牧草組織が破壊さ

れているので汁液が出易い状態Kあるため，多くの排汁を伴ったものと見られる，次に発酵損失量は，

埋蔵DM比でそれぞれ 35. 6，' 2 6..6， 2 4. 2， 1 3. 3 0/0で無切断が最も多<，次いで 1.01cm切断，

4. 9 cm-IJJ .b裂きの順でこの両者は略同程度の損失量を示した。従ってDM回収率はそれぞれ5'9. 9， 

• 7 1. 6， 6 9. 9，. 8 ，5. 3灯 4，9cm切b裂きについては，.1. 0 7 cm切断吋い回収率を示したo

2) サイレージの化学的品質については，無切断，.P H 4.6 8，総酸2.49，乳酸0.33.，酪酸1.1 0 

婦で酪酸が多〈悪質左サイレージであった1.0 7切断ではPH 4. 2 3 ，t総酸1.8 2乳酸O.8 6酪酸0.05

#を含みやや良質左サイレージであった。 4.9cm切b裂き処理はPH 4; 4 5総酸1.47乳酸0.55酪酸

0%でpHはやや高かったが良質左サイレージを得た。 2.6cm切断ではPH 4.5 1総酸1.0 5'乳酸0.30

酪酸0.1-9でやや良質であった。

3) 乾物消化率は，それぞれ 58. 5弼) 6 4~ 3 " 6 2. 6， 5 4. 7婦で1.07im切断， 4. 9 cm-f)] .b裂き

が高〈有意差が認められた。粗蛋白質Kつい?ても同様であった。

4) D M採食量(1日当)は，それぞれ4.0 5， 5. 0 5， 4. 4 5， 5. 0 9 K'i{で、 2.6 cm-!m断が最も多く，.

4.9 cmザ~.b裂き Kついては無切断K次いで少かった。

5) サイレージの微生物相については無切断は酪酸菌，一般細菌，蛋白分解薗がか左 b 多く残存しが~，
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そむ他の処理Kついては，乳酸菌数が多<，酪酸菌数が比較的少かった。

7 刈り取り時期別サイレージの増体効果

(北農試草地開発 1部)0.山下良弘，高野信雄

山崎昭夫，三上 昇

鈴木慎二郎

現在まで1番草の刈b取b時期とサイレージの品質，晴好性について検討し，早刈bの重要性につい

て指摘してきた。今回は若牛に対する増体効果Kついて検討した。

早刈b(オーテヤードグラス穂、字期:5月29日)，適刈b(出穏期:6月17日)，遅刈b(糊熟

期:7月 15日〉原料を無予乾・無添加で 15トンサイロKそれぞれ埋蔵した。 収穫はシリンダー型

ハーベスターで行左い，埋蔵中は踏圧せず，密封にはビニールフィルムのキャップをかぶせ，加重はか

け左かった。サイレージはそれぞれ育成牛4頭づヲを用い， 1 0月17日から 46日間野外で群飼いし

て給与し，補助飼料として，イヤコーンサイレージ(D M 3 6.4弼)を 1頭あたb早刈b群1.2 Kg{配

合飼料0.5K9相当)，適刈b群2.3 Kg ( 1. 0 Kff) ，遅刈b群3.5 Kg ( 1. 5 K9 )給与した。

1) 原料亭の水分は早刈b8 2.1，適刈b8 2.7，遅刈b7 4. 6婦で排汁量はそれぞれ埋蔵生草比

1 O. 1， 1 3. 4" 0.:3弼(埋蔵DM比で 2.8， 3. 9， O. 1弼)であった。上部損失はそれぞれ埋蔵DM

比O.4 6， O. 5 5， 1. 6 2婦と遅刈bがや〉多<， とれはビニーノレキャップとサイロ壁との密着が水分

の高い早刈b，適刈bほど十分で左かったものと思われる。発酵ロスは早刈18.4弼(埋蔵DM比)で

多(，他は 10領前後で少左かった。

従って， DM回収率はそれぞれ 78. 3， 8 6. 7， 8 5. 7婦と早刈bが最も低い値と左った。

2) 埋蔵密度は埋蔵直後Kはそれぞれ生草46 2， 5 4 0， 4 4 2 Kg / m3 ( D M 8 3. 2， 9 3. 5 ， 

• 

1 1 2. 1 K9/ m3 )であったが 3日目附生草 74 6.， 6 9 0， 5 1 9匂/川崎踏圧，無力口重であ . 

っても早い時期に自重Kよbか左 b圧密されるととが認められた。取出し時Kは88 7" '6 9 9， 5，3 4 

K!?/m3 (発酵損失分は考慮せず〉であった。

3) サイレージの消化率は DMがそれぞれ 69. 2， 6 O. 2， 4 9. 7弼，粗蛋白質 72.8，60.3， 51.7 

掃と刈遅れとともに低下した。化学的品質も同様であわた。

4) 草サイレージのみの採食量は 1日1頭あたbそれぞれ 36. 1， 3 O. 9， 2 O. 9 K!( ( D M 6. 7 .， 5.6， 
田今~?.. J$ 

5.4 K!?)で早刈bが好食された。イヤコーンサイレージを含めた養分摂取豆は TD N 5.¥1l，長4，官7

LJ'(，_ .)3 
K9， D C P O. 9 &， O.長者" O.-~ K9で、T --ßIて早ぷ~場ム左 b 多ぐ

左った。

5) 平均日増体はそれぞれ1.1 4， O. 8 3， 0..4 4 Kgで遅刈bではか左 bの補助飼料を給与しでも

早~適刈b並みの発育は示ざれ左かった。
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-+.1-
0) 従って 1K9増体VC要したDM量はそれぞれ 6_3， 7_ 8， 1 5. 3 K9， T D N 5. 1， 6. 5 ，1 3. 2 K9， 

D 0 p O. 8 5， O. 0 9， 1. 1 8 K9 ~!~養効率は早~適山較べ遅刈は著しく劣った。 j
7) 原料草の微生物相は刈取bが遅れ，高温時K収穫したものは各菌とも菌数が増加した。

8 早期離乳子牛における草サイレージの利用性について

目的

(帯広畜大)0藤田裕

(留萌北部地区農業改良普及所〉 橋立賢二郎

早期離乳後の子牛VCj:，..ける飼料利用能力と給与粗飼料の形態的質的左差異との関連性を調べるため，

. ヰ種雄子牛を恥比較的早期から草サィレージを給与した際の各成分消化率必よび窒素蓄積率を乾草

給与時と比較した。

‘ 

方法

供試子牛(4頭〉は， リプレーサー・スタータ一方式によ b晴育し， 4 5日令で離乳(リプレーサー

給与停止)したもので，供試時(9 5日令，平均体重:1 1 6. 2 Kg )まで，乾草を自由摂取させた。

試験期は3期とし，第1期はスタータのみ，第2期は供試牛 4頭のうち， 2頭陀乾草を， 2頭lてサイ

レージを，いずれもスターターと併せて給与し，第3却jvcは第 2期の処理を反転して，それぞれ消化試

験なよび窒素出納試験を行在った。 1日1頭あたb粗飼料給与基準萱は，乾草では第2期:2.5 Kg，第

3期 2_6 K9，サイレージでは第2期:8.8 K9，第 3 期~ 9.0 Kgとし，それぞれ，スターター1-20'"

1. 2 4 K9を併せて給与した。乾草なよび草サイレージは，'.同一圃場童，同一刈b取b期(6月下匂)の

チモシー主体混播草から調製したものを用いた。

結果

乾草むよびサイレージ給与時の各成分消化率を，第 1期のスターターのみ給与時の消化率走らびに第

2， 3 J却の粗飼料，スターター併用時の消化率から推計すると，粗脂肪消化率は乾草給与時~ 4 O. 3弼，

サイレージ給与時:5 9. 5婦でサイレージKないて特徴的K高(， N F E，粗繊維消化率は乾草給与時

が若干高いことが認められたが，粗蛋白質消化率は両飼料間K差は左かった。各成分の平均消化率を用

いて算出した両飼料の TDN価は，乾物換算で，乾草:5 5. 6領，サイレージ:5 1. 7婦であった。

一方，窒素出納試験の結果，尿中への窒素排出はサイレージ給与時に多(，可消化窒素に対する窒素

蓄積率は，乾草給与時の 46. 0掃に対し，サイレージ給与時Kは39. 2婦と左 b明らか左差が認められ

た。
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9 穀実サイレージの調製利用に関する研究

第2幸H スチール気密サイロによるサイレージ‘品質、-栄養価と曙好性について

(北農試草地開発第 1部)0高野信雄，山下良弘

=上 昇，山崎昭夫

鈴木慎二郎

畜産の振興にとも左い，大量の濃厚飼料が輸入され，昭和42年では 828万トンで昭秀日35年の

3.4倍に達し，年間 2.3 0 0億円の外貨を消費している。反面では園内の穀実生童量は，乾燥知里左ど

の困難性忙防ままれ，年々減少している。

前報~i>"いては，小麦・えん麦・とうもろとし左どの穀実サイレージ調製上~i>"ける熟期と品質及び

良質発酵を行左うための気密性などを明らかにした。今回は，スチーノレ気密サイロを試作し，サイロ機

能とサイレージ品質を明らかKするべ〈実施した。

1) ステーノレ気密サイロは直径2.4m，高さ 4.0mで約 13.6ばであt，とれKプリザーバッグ，安

全婚を有し，一基Kはォーガ型のボトムアンローダを装備した。えん麦は水分 33係であったが，凍結

も左<，取出しも順調であ t，サイロ内温度も正常であった。

しかし，とうもろとしのEar Oornサイレージは， 1 "-' 4月の間は凍結がみられた。

2) えん麦は 8月16日にコンパイ y収穫を行左い，へイエレベータで埋蔵した。発酵温度は5日目

で4O.2.Cを示したが，順調K低下した。サイレージは快よい甘酸左る芳香を有し， l' H 4.8，乾物中

総酸0.64係で乳酸O.4 3弼，酷酸O.2 1係と良質であった。

3) Ear Oornサイレージは 10月23自にコーンピッカーで収穫し，シリンダー型J、ーベスタで

切断埋蔵・した。水分 45婦であ t;乳黄白色を呈し，快よい甘酸臭味を有し， l' H 4. 6 ，総酸1.2 %， 

酪酸を含ま左い良好左サイレージであった。

4) 穀実サイレージは消化率既知の乾草と併用して消化率を調査したが表1のどとく，乾燥穀実と同

等かそれ以上の値を示した。

表 1 穀実サイレージの消化率(弥)

区 分 DM  蛋白質 脂肪 NFE 繊維

えん麦サイレージ .7 0 8 2 8 2 7 5 3 8 

Ear cornサイレージ 8 9 7 5 9 1 9 1 7 1 

-16ー
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5) 穀実サイレージの栄養価は表2VL示したが，乾物中，えん麦サイレージDC P 6係， T D N 7 8 

%， Earcornサイレージ DCP6%， TDN82婦と良好であった。

表 2 穀実サイレージの栄養価(婦)

区 分 水 分 DDM  DCP  TDN 

3 0 4 9 5 5 5 

• えん麦サイレージ 4 0 4 2 4 4 8 

5 0 3 5 3 3 9 

41 0 5 3 4 5 1 

Ear Cormサイレージ 5 0 4 5 3 4 2 

6 0 3 6 2 3 3 

‘ 
の穀実サイレージはめん羊なよび牛の晴好は極めて良好であった。

以上の点から，えん麦・ Ear Corn 左ど穀実サイレージは十分左実用性が確認された。

10 高水分穀実の飼料特性

1 小麦について

(北農試畑作部〉八幡林芳，名久井 忠

岩崎 薫

目 I 的

穀類の乾燥を省略し，サイ )/1アジにした場合の飼料特性を検討し，飼料化の資とするO

-17一
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試験方法

サイレージの調製， 6 9年 7月15日収穫の秋小麦を鉄製気密サイロに詰め，処理は減圧区(75inmHg)

対照区は密封のみとした。

飼養法

濃厚飼料は(小麦30弼含む)小麦穀実サイレージで代替しFCM1/4萱給与した。粗飼料は乾草

とサイレージで， 1日平均乳量 17. 0 "'"'-' 2 O. 0 K9の乳牛4頭を用い反転法Kよb実施した。

結果

サイレージの外観は，両区とも甘酸芳香味を呈していたが対照区表面にわずか白カピが見られた。養

分回収率は乾物でほぼ 10 0弼であった。一般飼料組成は乾物で各成分とも減圧処理による差は左かっ

た。有機酸組成はPH 5. 7 4，総酸 1O. 7 .......... 1 3. 0 m e o.でVBN/T_iJは減圧区で低い傾向を示めした。

消化率は乾物で平均 77.9弼，栄養価はDC P 7. 8弼， TDN61.6婦であった。粗飼料では平均乾物

摂取量は試験群9.5K9，対照群 9.9K9，で栄養摂取量はDCPで対照群が多ぐ，飼養標準比の 11 3 .......... 

118領摂取した。 TDNも対照、群が多い傾向を示めしたが，飼養標準比の 62......， 63%と差は左かっ

た。濃厚飼料では，小麦穀実サイレージからの平均乾物摂取量はほぼ両群代替率30婦で差は左かった。

栄養摂取畳はDOPで乾燥小麦に比べ 5価低く， T D Nではほとんど差は左かった。全飼料からの平均

乾物摂取量は試験群 13.4 K9，対照群 13.9 K9で

向を示めし，飼養標準上比じの 190..........198弼でで、， T D Nでは対照群が多い傾向を見たが，飼養標準比の

9 8. 5.......... 1 0 0係充足した。また体重も両群大差左かった。童乳量は試験群 14. 1 K9，対照群14.2 K9 

で差はほとんど左<，乳脂4'.は両群 3.43 %であった。無脂固形分は試験群8.52係，対照群8.35 % 

で試験群が多い傾向を示めしたがいずれも大差左かった。

-18-
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1エ 乳牛の弟 l胃内発酵に関する研究

I 濃厚飼料の給与量が乳牛の第 l胃内容性状及び低級脂肪酸組成に及ぼす影響

〈道立新得畜試) 0和泉康史，大橋尚夫

目的

濃厚飼料の多給は，反容8動物の第 1胃内発酵K著るしい変化を与えることが報告されているが，濃厚

飼料の給与量による乳牛の第 1胃内容性状及び各VFAの経時的変化についての報告は乏しい。

したがって，本報では，これらの点を明らかにする目的で試験を実施したのでその結果を報告する。

方法

基礎飼料として乾草を 1日1頭あたb6 Kqを給与し，濃厚飼料をそれぞれ 0均， 6 Kq， 1 2 K，タを給与

する 3処理について試験を行在った。供試牛は，第 1胃アイステノレを装着した成牛3頭を用い， 1期 3

週間の 3X 3ラテン方格法Kょb実施した。飼料は午前 9時，午後9時の 2回K半量ずつを給与した。

第 1胃内容物は，各期の最終日 K朝の給飼直前及び給飼後1時間毎K連続 12回採取し， PH ，NH3-N， 

VFA及び乳酸の測定を行左った。

結果

1 ) pHは時間的にかな bの変動が認められたが，濃厚飼料の給与量が多くなるにしたがって低下し，

濃厚飼料oK9， 6 K9給与区では給飼後2時間目， 1 2均給与区では 4時間目 Kそれぞれ 6.7 1， 6. 2 0 ， 

6.0 1の最低値を示したo

2) VFA， NHrN及び乳酸の濃度はpHと逆の傾向を示し，濃厚飼料の増加とともK上昇する傾向

が認められた。

3 )各VFAのモノレ%による経時的変化では，酢酸が各区とも給主司前が高<，給飼後減少し2時間目K

最低値を示したが，その後増加する傾向が認められたo

• 4)他のVFAは酢酸とほぼ逆の推例示したが，ヵアロン酸は時間的左変動が少字かったo

5 )主左 VFAの平均モノレ%を濃厚飼料oK9， 6 Kg， 1 2 I匂給与区の順に示すと，酢酸65. 4， .6 O. 7 ， 

5 8. 9。プロピオン酸 22. 9， 2 3. 3， 2 2. 9 0 i酪酸 9.6， 1 3. 7， 1 5. 8であb，濃厚飼料の給与量

が多く左るKしたがって酢酸が減少し，酪酸の増加する傾向が認められた。

1 2 集団放牧における育成牛の発育と甲状腺機能ならびにその相互闘係について

(北農試畜産部) 岡 田 清，柏木 甲

上士幌大規模草地入牧牛中， 3頭の種雄牛の娘牛それぞれ 7頭宛計 21頭の牛を選定し，放牧期間150

日閣の増体重なよび体高，体長，胸囲，管囲の増体値左らびに甲状腺機能を5)挫し，種雄牛の影響左ら

びKそれ等の相互関係Kついて検討した。

甲状腺機能の測定はトリオソノレプテスト Kょった。す左わち， 6月から 10月まで，毎月 1回，各牛
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の血液を採取し，血清 1mエ VC~ 31 1ートリヨードサイロニンを加え， 25 'Cで1時間インキユベーシヨ

ンして不飽和甲状腺ホノレモンをレジンスポンジK吸収させ，その放射能をウエノレ型シンテレーシヨンカ

ウンターで測定し，添加132 IートリヨードサイロニンK対する百分率で示したo

131

I
_
Tsレジンスポンジ摂取率は種雄闘で具九また|司一樺雄の娘牛l出でも差があったが放牧矧

期中VCi."ける 5度の測定値同Kは有意差が認められなかった。つぎK月別損l定値の平均値をもって各個

体の代表測定値とし，入牧時日令との同で共分散分析を実施したが，日令を一定にするIと減取率の種雄

聞の差の有意性はさらにたかまった。したがって種雄間K認められた段取率差は娘牛の日令差によって

生じたのでは左<，発育差あるいは遺伝差に支配されるものと推定される。

入牧時月令と摂取率との聞には有意な相関が認められ左かヲね摂取率と増体値との聞の単純相関は

体長をのぞいて負の価を示し，とく K体高との問問主， -0.4 9の有意の相関を認めた。日令の影響を

除去九ため偏相関係数を求めたが，単純キ酬数と同様，慨をのぞいてすべて負舗を示したoと.

くに|可一種雄内の娘牛間では，吸着率と体高，管囲，体重，胸囲聞の偏相関がp それぞれ，一 0.54 ， 

- 0.5 6，ーO.5 0， -O. 3 8とかな b高い負の価を示し，甲状腺機能の高い牛ほど増体量が劣る傾向を

示した。

1 3 乳牛におけるグルク口ン酸代謝

実験動物に対する各種グルクロナイド産生薬物投与の影響〈予報〉

(酪農学園大)湯浅 亮

乳牛Kなけるグノレクロン酸抱合体 (G-nideと略す)のブミ量排j世の原因追求の目的で， ラット

C Do nryu s七rainJにオイグノーノレ C4-Aユユy工ー2-methoxy-phenolJを経口投与した

ととろ，エーテル抱合型Oーグノレクロナイド (O-Gと略す)の尿中排世量が大量K増加し，そして肝

になけるクソレクロン酸抱合を触媒する酵素CUDP-Gl uc urO nyユ七ransferase(GTと略す)J 

の吋活醐性伽が増糊力加日 lし同Jパてい凶る乙吋とが淵観察尉され批たo'r向句' オ判イ グμノ一→ノルレはt山九 Uηtμt什γω0パ代でで、ιはω叩G凹T吋を括蹴抗的帆t
阻害する(耳a云七ia工a，瓦.J • W • e七 al(1966)Na七Ur e， 2 1 0， 7 3 9'"'-J7 4 0 )。

そこで今回は，これらの現裁を更に一般化したいと考え，ベンゼン核をもった他の型のG-nideを

産生する薬物のうち数種類を経口投与して，その尿中G-nide排世量，肝GT活性について若干の検

討を行司たo
'" ~ 
‘ 、，

その結果， (1) 各種グノレクロナイド産生薬物をそれぞれ等モノレ，即ち 17九Mづっ 1回経口投与してみ

たところ，エステノレ型抱合0ーグノレクロナイド (E-Gと略ず〉 を形成すると考えられる安息香酸では

対照と比較して何ら変化が認められなかったが， フェノーノレ性-OHやアノレコーノレ性-OHのところがエ

ーテノレ型抱合されると考えられるフェノールやベンジノレアノレコーノレの場合は，オイグノーノレと同様，対

照と比較して明らかK肝GT活性の増加が認められた。又，アニリン投与Kよっても肝GT活性の増加

がもたらされたo (2) オイゲノーノレとフェノーノレの~ r~ v i tγoでの肝GTvc対する阻害の性質を比較
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してみると， フェノーノレもオイグノーノレと同様K措抗的阻害を示すが，フェノーノレの場合は，その Ki

値はオイグノーノレの約 5倍の 2.5×101M， 5096阻害を示すときの濃度も約 30倍の3.0X1 0 -3 M を

を必要とした。向，他の薬物は，それらを溶解するために用いた 0.2%トリトンX-100溶液への溶解

限界の量Kないても，殆んど阻害を示さ左かη た。 (3) 一方，尿中G-nide排世量Kついては， 投与

後24昭司中VC，オイグノーノレ， フZノーノレ並びKア:リ Y の場合は，それぞれ投与量 1mMのうち

約30%，約 39%並びK約20 %VC相当する量の。-Gが尿中K増加して排世された。ベンジノレアノレコ

ーノレや安息香酸では，尿中o-G， E-G共対照、に比し殆んど増加が認められなか司たが，アニリン投与

例にないては，上記O-Gの他VC，約18 %vc相当する量のNーグノレクロナイドと推測されるG-nide 

が尿中 K増加して排世された。

これらの結果，一般に，グノレクロナイド産生薬物を経口投与すると，肝GTの誘導形成をもたらす可能

.性が示唆されたo

• 

1 4 子牛のエネルギ一代謝

E ホルスタイン雄子牛の6力月齢までの安静時熱発生量と毎分呼気量の変化

(北大農) 0朝日田康司，広瀬可恒

子牛の発育K伴うエネノレギ-t鵠jの推移沿よび日周期変動の型を明らかにするため一連の試験を行在

っている。今回は，前報(日畜学会第 56回大会，昭和 44年)vc引き続き，安静時の成績について報

告する。

試験は，昭和 43年 3月"-'1 1月に生産された 7頭の雄子牛を供試した第1試験，Sf訴日 43年 10月

に生産された 12頭の雄子牛を供試した第2試験に分けて行左い，気象要素の制御は特別K行なわなか

った。供試牛は本学農場牛舎で晴育・育成中のもので，ほほ正常発育と認められたo

生後 4""10日の初生時からほぼ 1カ月なきに 6カ月齢まで，連日 2日朝の給飼前にマスク法Kより

熱発生量，毎分呼気量を求めたO ただし第2試験では 3カ月齢までとした。

1) 平均熱発生量は，第 1試験では初生時の 128Ca工/hr/頭から漸増して 6カ月齢では345Ca工

/hr〆頭K達し，第 2試験では初生時 191Ca工パlr/頭で， 3カ月齢時Kは 217 Caユメlr/頭であフ

たo 熱発生量 (H~ Calパlr〆頭)と体重(W，K9)との聞に， 第1試験ではE=5.75W0・81，第 2試

験ではH=3 0.8W
o・
4， 3 の回帰式が適用された。

2) 平均毎分呼気量は，第1試験では初生時の1.4.4.t/国，n/頭から漸増し 6カ月齢では 29.f.t/mi n 

/頭とな.t，第 2試験では初生時 16.3 .t/U話再/顕から3カ月齢時の 19.3.t/mi n/頭K増えた。毎分呼

気量(V，.t/min/顕)と体重 (W，Kタ)との間vc.第1試験ではV=1.89vf・54 ，第 2試験ではV=

3.32 W
O・
39の回帰式が適用されたo

骨
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1 5 子牛のエネルギ一代謝

E 日甫乳中の子牛の安静時呼吸量および呼吸当量について

(北大農) 0闘根純二郎，朝日田康司

広瀬可恒

乳養掛子牛のエネノレギ一代謝と水分代謝との闘連に関する基礎的左試験を行左っている。これらの成

績中第E報での呼吸量に関する知見をよ b詳細K明らか医するためK冬期生れ(1 0頭)及び夏期生れ

( 4頭)の子牛について乳養期Kなける呼吸量等の変化を検討した。供試動物は単飼ベンK収容しミノレ

クリプレーサー，スターター及び 2香戸J_t)乾草lてよb飼育した。呼吸量等の測定はマスク法によ_t)2， 

5合よび7週齢時に隔日 3日間あるいは連続 2日間，給飼前 3時間 K行左った。な台夏期比供試した子-

牛については 13週齢時Kも測定を行左った。

1) 呼吸量は冬J明(1月-2月，室温1.0"Cー 6.0"C )では 2週齢時9.70 L/mi n ， 5週齢時 12.86 

L/min， 7週齢時 13.82L/m inであったが夏期(7月一 8月，室温 18.0"C -22.0 "C )では 2週齢

時 13.98乙/min， 5週齢時 18.5 7 ..t/m i n台よび 7週齢時 18.26L/mi nであった。又 13週齢時で

は 19.40L/mi nであ門た。

2) 1回呼吸量では週齢が進むKつれて増大する傾向が冬夏とも認められたO 更K冬期の 1回呼吸量

は夏期のそれよ bも大であったo すなわち 2週齢時では冬期・夏樹それぞれ526.6m工， 3 89.1 mユ， 5 

週齢では 740.6 mユなよび470.3m工沿よぴ7週令時で‘は 747.9m工合よび 556.4m工であった。

3 )呼政当量(毎分呼政量 (J!._) /毎分酸素消費量 (m工)X100) は各週齢とも冬婦に高レ3値を示

した。 2週齢では冬期 4.06. 夏期 3.01であ_t)5週齢ではそれぞれ 3.68 ;_t">よび 2.98さらに 7週齢では

3.70なよび 2.41であった。

1 6 離乳子牛の発育，飼料摂取量および水の出入におよぼす飲水量の影響

(新得畜試) 0西埜 進，塚本 達

曾我章夫

目的

子牛が早矧離乳Kよって正常に発育するためKは，水の摂取量が正常にある乙とが必要と左るO この

場合，飲水量は飼料に対し最適の剖合でなければ左らない。不報では，舎飼子午の 10"-'17週令Kな

ける正常な飲水量を育成試験合よび水の出入試験によって検討した。

方法

生後 63日令まで液状代用乳を飲ませた 24頭の離乳子牛を用いて， 64日令刃か込ら 84日令まで

て， 乙の問VC;j台己伊苫ける飼料摂取量おな、よび増体量左どを調べるととも陀， 86日令から 115日令までの子

牛 12頭で，水の出入試験を実施した。曲
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試験区は自由飲水区と制限飲水区とし，さらに制限飲水区には与える飲水を週令体重の 10 ，なよび

5，%VCした 2区を設け， 2回反復して比較した。

飼料は市販人工乳(組蛋白質含量17 .......1. 9 %)を1日1頭2.0Kタの範囲で，乾草と同じよう K自由

摂取とした。

左台，水の出入試喰の期聞は14日間で， 7.......14日の飲水が 8"'"-:' 1 5日間K糞尿中K排1世されると

いう仮定でそれぞれの試料を採取した。また，糞尿による水吋地割合は， E=a+bI (E=排世量，

工=摂取量)， 100(b士Sb )左る式Kよって求めた。

結果

子牛の1日1頭当bの飲水量は 5%区K対して，他の 2区は明らかK多く，体重 10 0 Kq当bの飲水

量も町葉である0

. 飼械取量は鰍量との間同い相関(r = O. 9 2 )が認められたo倣野最山い 5胞の飼

• 

料摂取量は他の 2区よ bも減少し，とくに乾草摂取量で著明であるO 乙の場合VL， 自由飲水区なよび10

%区の飲水と乾物3.2 1の割合が 5%区の 2.2 1 vc::減少した。しかし左がら，その減少程度は飲水一

量の区同差tて相応したものではなかη た。

1日増体量Kついても， 1 0%区がO.9 8 Kq，自由飲水区がO.9 0 ~9 であって， 5%区の O.7 1 Kqよ

b明らかK多かった。

糞尿K排世された水の量は飲水量K応じて増加した。

糞尿中の排世割合は，それぞれ 42. 4土 5.9 % ( r = O. 9 2 )， 2 6. 3土 5.6 ( r = O. 8 3 )であ n

て，尿中よDも糞中K多〈排世されることがわか司たo

体重 10 0 Kq当bの水の蓄積量(摂取量一排世量〉は，自由飲水区なよび 10%区が 5%区ょ bも多

く有意である。

飼料の乾物消化率は飲水量Kよって変化じまかった。

1 7 発育にともなう子牛の血液性状の変化 (2)

(北大農) 0大久保正彦，高尾十四男

朝日田康司，広瀬可恒

子牛の発育時にみられる発育速度，飼料効率，肉質左どの差カミ如何にして起るかを検討する時，その

一要因として代謝能力の差が考えられる。乙の代謝能力の変化をしらべる一つの方法として発育にとも

なう血液性状の変化をしらべ，それを生体各部位の発達や体組織成分の変化などとの関連で検討する乙

とが考えられる。前報では発育Kともなう血液性状の変化Kついて基礎的知見を得ょうとして，ホノレス

タイン去勢雄子牛Kついて生時から 9ク月令までの血液性状を測定し，その結果を報告した。本試験で

は去勢雄子牛Kついて 10ク月令以降，また新たK雌子牛についても血液性状の変化をしらべた。

供試牛はホノレスタイン去勢雄子牛9頭なよび雌子牛7頭で，、去勢雄子牛Kヲいては 10ク月令より 18
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ヶ月令まで，雌子牛については1 ク月令よlJ6ヶ月令まで，赤血球数，好酸球数，ヘマトクリット値，

ヘモグロビン含量，血糖値を常法に従い測定した。この期間の給与飼料は，去勢雄子牛K対しては市販

配合飼料合よび乾草，雌子牛K対しては全乳，市販配合飼料なよび乾草で，去勢雄子牛のみ一時期，舎

外飼育を行った。

その結呆，去勢雄子牛についてみると，赤血球は生時からの減少傾向がひきつづきみられ，好酸球は

バラツキが大きく一定の{頃句治認められず，ヘマトクリット値，ヘモグロビンはあま b変化なく，月令

間K差が認められiiかったO 血ー糖値は 13ク月令まで減少，その後ほほ一定の値をしめした。また供試

期間の平均日増体はO.4 9 K9で，あまb良好左発育とはいえ初当ったO

雌子牛では，赤血球は月令ととも峨少したが，その度合は去勢雄子牛のものK比して大きかった。

好酸球はやは bバラジキが大きく一定の傾向が認められず，ヘマトクリット値，ヘモグロビンは赤血球

とほぼ同じ傾向をしめして減少し，乙の三者の相関も高い。且糖値も去勢雄子牛と戸]様K月令とともに .‘ 
低下したが，全体的に去勢雄子牛VC:j";，">けるよ b高い値をしめしたo また供試期間の平均日増体は1.1 1 ・7

K9で-標準よ bよい発育をしめしたO

1 8 子牛の尿素利用に関する研究

I 離乳直後における尿素利用

(帯広畜大)松岡 栄，藤田 裕

橋爪徳一

目的

第一胃が発達段階 Kあると考えられる子牛の発育Kとも左う尿素利用の推移を検討する目的で本試験

を実施した。

方法

離乳(4 5日令〉画変のホノレスタイン種雄子牛6頭を 2頭ずつ 3群(対照、群，低蛍白質群，尿素添加

群)にわけ，各スターターを給与して 97日令まで踊育し，との間VC2回(第 I矧45，..._， 6 2日令り司;

第E期 83 ，...... 9 7日令の間)の消化試験台よび窒素出納試験を行なった。供試スターターは，大豆粕

( 1 7 %)を含むOP含量 15. 6 J-oのものを対照スターターとし，対照スターターの大豆粕をコーンス

ターテでなきかえたもの (OP含量7.7%)を低蛋白スターターとし， 町葉K大豆粕を尿素(大豆粕の

窒素と同量:(fC在る量;2. 83i) )とコーンスターテでなきかえたもの(OP含量 15. 7 % )を尿素添加ス

ターターとした。

結果

1) スターターだけを給与した消化試験なよび窒素出納試験期になける平均一日増件霊は，第I期，

第10坊とも対照群が最も大きしついで尿素添加群であlJ，低蛋白質群が最も小さかった。乙の時，低

蛋白質群は尿素添加群の 1/2以下であったo スターターと乾草を給与した期間 (62"""'83日令の間)
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vc沿いτも，低蛋白質群の増体量が最も少さかった。しかし，尿素添加群との差は消化試験なよび窒素
出約詩験矧の時の差よD小さかったO 対照群と尿素話訪日群との間K差は左かった。

2) 吸収窒素量K対する窒素蓄積率についてみると，対照、群は第I期よ b第 E期のほうが小さかった

が，低蛋白質群と尿素添加群同第E期のほうが大きかった。また，尿素添加岩手は，第I期，第E期とも，

対照群，低蛋白質群K比べて著しく小さかった。

3) 尿素添加群になける摂取尿素窒素の体内蓄積率は，第 I期 22.0%，第E期28.2%と推定され

た。

4)供試スターターの粗蛋白質，粗繊維，可溶無主主主長物，乾物なよび熱量の消化率は，第I期，第E

期とも，対照、スターターと尿素添加スターターとの間K大き左差はないが，低蛋白質スターターはこの

両スターターよ bかなb小さいという傾向があった。 ζの傾向は粗蛋白質と粗繊維の消化率K沿いて，

. とくに著し川o

5) 以上の結果から， 2ク月から 3ク月令の子牛Kないて，尿素は大豆粕の組蛋白質に匹敵する程度

の増体効果があるが，子牛の尿素を利用する機能はいまだ発達途上tてあると考えられる。

1 9 ホルスタイン雄子牛の育成。肥育

第 l報 肥育素牛生産方法の違いが増体成績などに及ぼす影響

(北大農) 0小竹森訓央，高木亮司

広瀬可恒

育成方法の違いが増体成績をどKどのよう左影響を及ぼすかを経済的な面をも含めて検討し，北海道

になける肥育素牛生産のあbかたを明らかi亡しようとしたo

昭和 43年 1; 2月生れ雄子牛24頭を代用乳，カーアスタータ一方式で日甫育し， 5月下匂から平均

3.7カ月齢で補助飼料左しの 1シーズン目放牧を開始した。同年11月22日の収厩の時点(9. 7カ月

. 仇 20 7 K!f)で 8頭ずつ3群附け，①，②群山ヲスサイトジと時の他K濃厚飼料判原

を与え，③群は粗飼料のみで越冬させた。 4 4年5月 7日から 3群同時VC2シーズン目放牧を始め，①，

@群には 8月 13日から草地で濃厚飼料 23~_K!f/顕を給与じ 1 0月 21日K各群6頭ずつを肥育素
宇田=式J ' F===コ四・噌

、牛として販売した。出荷牛 18頭のうち①群3頭，②群 6頭，③群4頭の 13頭を A農業団体が購入し，

関西へ輸送して濃厚飼料主体の強制肥育を行左い 45年 4月3日K西宮市屠場へ出荷した。

越冬期 16 6日聞の日増体量は①，②群が 0.26以 O.2 4均と組飼料のみの@瀞(ー O.0 1 K9 )よ

bも有意に良好であった。 2シーズン目放牧 16 7日間の成績は①群0.99 K9，②群O.9 4 Kq，③群I.ll

均であってq群と@鮮は同ーの放牧条件であったKもかかわらず③群が有意K優b代償性発育Kよるも

のと考えられた。 2シーズン通算した増体成績は O.6 3匂 O. 5 9 K9， O. 5 5 Kタと両シーズンとも濃厚

飼料を与えた包鮮が最も良好であった。各群 6頭平均のせb市場出荷体重なよび販売価格は①群40 3 

K9， 7 3. 2-手円(生体単価 181円/K9)，⑦群39 0 K!(， 6 8. 7千円 (17 6円/均)， (主群381
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Kq， 7 1. 0千円(1 8 6円/Kタ)であったが販売価格から所要経費を差ヲ|いた育成差益は③，②?①詳

の順K大きかった。

販売先(闘西)になける肥育期間 134日聞の日増体量は①群(3頭平均)1. 3 5 Kq，②群(6頭)

1. 3 1 Kq，③群1.2 4 Kq，出荷体重が 58 4 Kq， 5 6 5 Kq， 5 4 9 Kq，枝肉重が 31 2 Kq， 2 9， 9 Kq， 

2 9 3 I匂枝肉単価570円/Kq，5 6 8円/Kq， 5 6 3円/Kq，皮・内臓込みの販売価格が 18 3.7千

円， 1 7 5. 6千円， 1 7 1. 0千円といずれも①，②，①群の順K良好であって，肥育差益も①，②，①

群のj蝋に大きかった。

以上の育成・肥育成績からみて両シーズンともi濃厚飼料を給与する育成方淘土肥育成績も良好ではあ

るが，肥育素牛生産の立場からは素牛資質の妥当左評価が左され左い現状では，越冬期K濃厚飼料を与

え2シーズン目放牧は放牧のみで出荷した②群或いは越冬期K与え左いで 2シーズン目放牧後半に給与

した@群の育成方法治主有利であると思考する。

20  ホルスタイン雄子牛の育成・肥育

第2報 肥育素牛価格について

(北大農) 0広瀬可恒，高木亮司

小竹森訓央

第1報の 24頭のうち肥育を綻航した 13頭Kついて育成部門と肥育部門の収支概算の実態、をみたう

えで肥育素牛価格がどの程度が適当か，また，どのように決められるべきかを考察した。

育成部門では13頭平炉1.0カ月齢， 3 9 1民エ0.4千円伯仲価 18;円/匂j牧場渡し〉

で販売したO これを肥育素牛として把育部門は4.5カ月間肥育して 17 9. 1千円で販売したo これら所

要経費の内訳は育成部門が雄子牛6.2千円，哨育制料費 13. 0千円， 1シーズン目放牧料4.9千円，越

冬飼料費 14. 2千円， 2シーズン目放牧料(棋厚飼料代を含む)1 O. 8千円，出荷手数料1.4千円，上

記の金利(8%/年)4. 0千円，施設償却費他(O. 7千円/月 X21.0カ月)1 4.7千円，合計 69.2 

千円とな b労働報酬は L2千円/頭であっ f乙o 一方，肥育部門では肥育素牛 70.4千円，購入手数料1.2

千円，予備肥育飼料2.0千円，輸送費(日高~関西)1 O. 0千円，肥育飼料費 6O. 7千円，出荷諸経費

(輸送費，屠場料，手数料など)9. 0千円，上記の金利3.3千円，施設償却費他(0.7千円/月 X4.5 

カ月)3. 2千円，合計 15 9. 8千円と左D労働報酬は 19. 3千円であったo これら労働報酬を生産}'J数

C除し 1カ月あたbで比較すると育成が 0.1千円以下，肥育が4.3千円となb育成部門の不荊溢性が指・
j 

摘される。

次に今回の肥育素牛について生産費を保証する考え方でその単価を試算すると，労働報酬を1.2千円〆月

として

子牛代~償却費 労働報酬 出荷体重 生体単価 l .d 

( 6 9. 2千円来1.2千円/月 X 2 1. 0カ月)...;-3 .9 1 Kq=:' i乃円/I匂 ι I")o~ f:pO. 

37-J70ν24l/ 
，/ J}r" 

• 



• 

• 

生体単価 241円/K9(庭先渡し)と左る。ただし，今回，の試験牛は 1シーズン目放牧で補助飼料左し

の若齢放牧試験などK供した経歴をもち，月齢の割Kは体重が 10%程度劣るので，との点を改善して

普通の発育を遂げさせれば， 2 2 0円/K9程度の生体単価でも1.2千円/月の労働報酬が確保されるも

のと考えられる。

また，肥育素牛の需要は季節に関係なく，ほぼ一定しているが，今回の放牧を終えた時点での出荷は，

.育成経費の最も安くつく例であって，冬，春或いは夏の出荷は，秋の出荷陀比べ生体単価で 10"-'20

%高くつくものと試算された。

2 '1 乳用子牛の早期集団放牧育成法に闘する試験

第4報 乳用子牛の群飼育期における濃厚飼料の摂食速度
(道立根釧農試) 0蒔田秀夫，鳶野 保

目的

第 1報で乳用子牛を早期離乳し， 2カ月令から昼夜放牧して，ほほ目標の成長をさせる乙とが出来る

と報告した。子牛は放牧直後組飼料のみから充分左栄養を摂取することが困難と考えられ，濃厚飼料の

給与を続ける必要がある。群飼育を行ったとき濃厚飼料給与時にかける競合は激しい。個体差を大きく

するー原因のーフとして濃厚飼料併美食速度が考えられるので，子牛の成長と濃厚飼料の摂食週支の発達

との関係などについて検討する。

方法

濃厚飼料の摂食週夏はトタン製飼槽(上部 25 X 5 6 cm，底 20 X 4 5 cm，深さ 19 cm )を用0; そ

の時崩K給与している 1頭当bの量を入れ，子牛の個体毎に摂食させ，一定時間毎Kその容器を取り上

げ，ほとんど摂食されるまで総亙し重量を測定した。重量の減少を配合の摂食量とし，給与じてから数

分間の速度を摂食週支とした。供試滋厚飼料は市販育成用配合飼料で，その粒度 40メッシュの簡を通

った重量割合は 45%で，乾物中の粗蛍白質 20.2%，粗繊維5.4%である。

試験1 濃厚飼料の給与時期を異Kした 3群の乳用去勢t;li子牛 12頭(2"'5カ月令の放牧期VC3度

延9回)

試験2 日甫乳法を異Kした 2群の乳用峰子牛12頭 (2"-'5カ月令の放牧期VC3度 延 12回)

試験3 放牧開始月令を具にした 3群の乳用去勢雄子牛12頭 (6"-'12カ月令の冬季舎飼時VC4度

延18回)

結果

放牧を始めると濃厚飼料ι糠食速度は低下することが認められ， 2カ月令初めでは 1日 1頭当D配合

2.0 K9給与して翌日まで残すことが多かった。乳用去勢雄子牛を用いたときの濃厚飼料の摂食速度を次

表K示す。
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設厚飼料の摂食速度
一ー ・P 吋. 

信]養法と測定時期 給与量 車立 囲 平均値土標準偏差

fl g:/_分 g:~分
r、、

放粗 115日令 1，0.0 0 1 9 '‘、d 6 7 3 2.5土13. 9 
飼
1 4 4日令 " 9.4'" 9 1 3 3.2土24. 9 

料
(1.は " 500 2 5 ，旬、d 4 9 3 3.2土 1O. 7 

期 、放牧草J 

165日令 1， 0 0 0 2 7 ，旬、d 3 6 3 O. 3 :l: 4.5 

" 500 2 3 ，、、J 6 2 41.0土18. 2 

朝 5 0 0 27  "-<101 6 5. 7土25. 3 
2 0 6日令

タ " 16 "，， 108 6 5. 5土29. 0 

体重 朝 " 24 "'"' 5 5 3 8. 3土 11. 5 
，..-、

1 0 0 均当b タ 3 7.8土 13. 5 粗 " 1 4 '" 5 8 
舎飼料 朝 " 30 "'"'110 7 4.8土3O. 0 

2 6 2日令
は タ 1/ 32 "， 108 7 7. 8土29. 1 

飼牧草 体重 朝 1/ 2 0 ，町、J 5 4 3 7. 3士12..1 

サ 1 0 0 Kq当b タ " 2 2 '" 5 4 3 8. 8士 11.7

イ 3 1 8日令 1， 0 0 0 3 5 "-< 1 4 6 1 1 1. 3土42. 1 
期レ

体重 10 0 K9当D 1/ 2 1 ~ 6 3 4 8.7土15. 1 

ジ 3 7 4日令 1/ 4 0 '"'"' 1 6 2 1 2 8. 6土45. 8 ¥、J

体重 10 0 K9当D 1/ 2 3 '‘、J 6 3 5 1. 2土 14.5 

2 2 ホルスタイン種去勢牛の仕上げ肥育期の摂食行動

(帯広畜大) 左 久，春日 朗

石井英次，青木 勲

鈴木省二

目的

肉牛の肥育を行左う場合，北海道では放牧などによ D粗飼料主体で育成 Lた後，肥育仕上げ期K濃厚

飼料を多給する方法が多く行なわれている。乙の肥育時の飼料給与方法と摂食行動の関係tてついて検討

するために演者らは乳月3種去勢牛の放し飼い牛舎での繰厚飼料の摂食行動を知ろうとして実験を行なっ

たのでその結呆について報告する。

実験方法

供試牛は月令 21 '"'"'2 4ヶ月のホノレスタイン種去勢牛 6頭で，体重 500"'550K9まで粗飼料中心

で育成されてきたものを用い， 6頭収容できるクネノレ付きの固い (240ni)に収容した。飼料の給与

方法は市販の肉牛肥育用配合飼科を午前 6時ーから午後 6時までの 12時間不断給与とした，乾草は 1日

1頭当 .!?2"'3K仕様j斡司料と同時K給与した。

試届知珂司は6頭の平均体重が 65 0 K9 (tL達するまでの約 3ヶ月間で，摂食行動の観察は試験期間中10
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日間隔で8回，給与時聞の 12時間について行左った。観察項目は各個体どとの乾草・浪厚飼料の摂食

(時間と摂食量)飲水(時間)，起立・横臥の諸行動とした。

結'果

(1 ) 乾草は給与立が少なかったため給与直後K集中的K減食し，摂食時間は 1日平均64分モE7.分以匂

乾草〉であった。

(2) 1日の配合飼料の摂食量は平均 11. 4 Kg ( 7. 0 '"'-' 1 5. 8 Kタ)で変動が大きく肥育の進度Kよる一

定の傾向は認められ左かった。

(3) 1日の配合飼料む摂食回数は平均 6.6回(5. 0 "-J  8. 5回〉で飼料給与直後・正午・給与終了直前

に集る傾向があった。

¥4) 配合飼料の摂食時間は 1日辛均 89分 (62'"'-'116分)で摂食回数と同じ傾向があ司た。

(5i 飲水は 1日平均 5.4回(4.3""7.0回〉で，摂食時間帯に水を飲む傾向が認められたo

一(6) 肥育が進むと横臥時間が増すものとされているが，今回の観察ではその傾向はほとんど見られず，

平均30 7分(274"-J371分〉であった。

2 3 育成牛の発育におよぼす飛来昆虫と寄生虫の影響について

(北農試草地開発第 1部)鈴木慎二郎?高野信雄

放牧牛のサマースランプの原因として，一義的Kは飼料の問題を考えるべきであろうが，今回は飛来

昆虫と内部寄生虫の面からの検討を行なったο

方法

〔試験 1)では7月7日'"'-'8月 18日の間， ，駆虫剤投与，忌避剤散布，有庇陰舎群と対照群の2群K

わけ，それぞれ4頭づ込放牧した。放牧は 3牧区で2回ι革命換を行左い，駆虫剤は期間中 2回投与し，

忌避剤は1週間(!Cl回づっ散布した。〔試験11)では 8月5日.-....27日の間，屋外で 10悦 X1 0仰の

. ポリネ-~:JンクージK よる防蛸と天井のみに張った文棚それぞれ 2 頭づ〉繋留し，朝夕サイレー
ジを飽食させたほか，配合飼料を朝夕各 0.5K9，乾草を夕方のみ 1Kq給与した。

結果

〔試験 1，) 期間中の平均日増体は対照群の-21g:VC対し，駆虫書官立 15 5 g:と若干よかったが

( 1 0 %水準有意)，いづれも非常に悪かったo 草量輸換2回目 Kやゆ左くれた必平均すると

対照群か前草量1772Kq/l0a，残草量 93 5 Kタ， J駆虫群はそれぞれ16 1 6 Kタ， 7 4 6 IGタで充分

と思われたKもかかわらず，栄養価とく(!CTDNがいづれも 67%と著しく低<，可食部分が少左かっ

たことが増体の悪い原因であろう。イエバエの飛来数は文押、群を 10 0とすると駆虫群は 67%でや込

忌避剤の効果がみられたが，アプ・サシパエについては差は左かった。イエバエは頭部K集中するので

首を振る回数Kは差はみられたが，足Kよって虫を払う回数Kは差はなか司た。一般的左行動として駆

虫群は採食時間が多<，反すう・休息時間地りP左かった。又庇陰舎の利用は全くみられ左かったぐ平均
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最高気温は 7月中・下匂が 26. 5 oC， 8月上・中匂が 22.4 oC.)。内部奇生虫Vてついては E.P. Gで

みるかぎb差はなかった。〔試験1IJ平均日増体は防虫群の 807fflf[対し，対照群は 57 5 ffとやや

低く，体重 10 0 Kg当りのサイレージの採食量も防虫群の 13. 8 Kglf[対し，対照群は 12.5 K，タと低かっ

たが，いづれも明らか左差とは言え左い。対照群の飛来昆虫数は放牧の対照、群にくらべてイエバエで 3

倍，サシバエで 9倍多かったが，頭と足による忌避回数には差はなかったO 結果の要約は表のとなり。

ー

飛来昆虫数 虫払い回数(7 0分)
区 分 日増体 9時気温

イエハエ サシパエ 頭 足

放 駆虫群 1 5 5 ff 2 0.4 oC 4.2 2. 0 2 1. 7 3 3. 1 

牧 対照、群 -2 1 11 6.3 1. 7 5 9. 7 2 9. 4 

繋 防虫群 807 2 1. 6 1. 4 3.5 6. 8 3.8 

留 対照群 5 7 5 2 0.5 1 8. 6 1 5. 0 4 7. 5 2 9.0 

以上のよう K放牧牛では忌避剤，駆虫剤の効果も小さく，発育は悪かったが，サイレージを給与した

牛は炎天下Kスタンチヨンで繋留され，飛来昆虫数も多いVてもかかわらず良好左発育であった。従って

育成牛の夏季の発育K対して，飛来昆虫数の増大や暑さVてよる直接的左影響は少左<，むしろ草質の悪

化や可食部分の減少がサマースランプの大き左原因と考えられた。

代
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2 4 力ゼインミセルの形態に関する研究

E 真空蒸着法目と酢酸ウラニル染色による比較について

(酪農大〉安藤功一，遊佐孝五

〈北大農〉高橋興威

• 
目的

近年，電子顕微鏡観察技術の発達K伴左い牛乳蛋白質，特陀カゼイン粒子陀関する研究は，さすます

進展をとげているO カゼイン粒子の外的形態から現在では内的構造えと追究され， Shimmin， Caユa-

paj らの報告にもある如(， Spherical unitの存在迄も論ぜられる陀いたり， i賞者らも一昨

年本大会で此点陀ついて言及した。従来より行左われているカゼイン粒子の電子顕微鏡観察の前処理方

法である真空蒸着法は，炭素，クローム，白金等の蒸着が全て真空中で行左われる所から，試料作成時

陀なける真空乾燥の影響は，妨げられず，従ってカゼイン粒子サイズへ何らかの影響を与えると考えて

差しっかえ左い。そとで演者らは， 11:七点を検討するため従来の真空蒸着法と酢酸ワラニル染色法とKつ

いてカゼイン粒子サイズの比較測定を行左った。

方法

常法により得た脱脂乳を S0倍に稀釈し， 1 0 Omeshの銅製 Specimen Grid陀コロジオン膜

を張b試料を附着させた。その後，真空蒸着法では先ず白金蒸着の偽炭素蒸着を行左った。一方，酢

酸ワラニル染色法では 5婦グルタノレアノレデハイド( Phospha七e buffer PH7陀溶解)で固定

後， 1弼酢酸ワラニノレ水溶液にて染色を行左った。との処理は真空蒸着法と異左!;，すべて常圧，常温

lてて行左った。左:;b">，電子顕微鏡は目立HS-8型を用い，加速電圧， 5.0 K V，直接倍率， X 21，000 

• (rc-c行わたo

結果

牛乳中のカゼイン粒子は 20........200mμ と云われ，あるいは， 30""""300mμ と云われ，最も多

いサイズ分布は， 4 0"-'16 Omμ と云われてなり，演者らの結果(f[:;b-，いても，真空蒸着法では，そわ

らと同様の結果が得られた。しかし，酢酸ワラニル染色法tてないては，前者の方法と異左り真空乾燥の

影響を受け左いでカゼイン粒子表面Kワラニウムが結合するため， native左主主でカゼイン粒子が固

定されるものと考えられる。その結果従来観察されていたサイズ分布とは異左る測定結果が得られたの

で報告する。
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2 5 ブルーチーズの脂質について

(帝広畜大)0藤島利夫，藤野安彦

目的

チーズは 25"'-' 3 0婦の脂質を含むが，その脂質の内容Vてついては余り詳しくは調べられてい左同

前回，われわれはゴーダチーズについて報a告したが，今回はプノレーテーズについて，その脂質組成左ら

びに構成脂肪酸を明らかKしようとした。

方法

国産のブルーチーズを材桝とし， これを凍結乾燥した後， 3倍量のクロロホソレムーメタノーノレ (2: 

1 )で全脂質を抽出した。これをクィ酸カラムクロマトグラフイ-vc供し，クロロホノレムなよびクロロ

ホルムーメタノール(99:1)の溶媒系で中性脂質を，またクロロホルム』メタノール(98:2)むよびメタノールの溶媒

系で極性脂質を引1ザ 1溶出した。中性脂質は調製用薄層クロマトグラフィ-(fC供し，各脂質K相当する部分を

かき取ってメタノーノレ性塩酸で水解U乞後，ガラζグロマトグラフィーを月いて構成脂肪酸を分析した。極性脂質は，

クィ酸カラムグロマトグラフイーに供して， リン脂質と糖脂質の個々の脂質に分け，各脂質にメタノリ

シスを行左った後，ガスクロマトグラフイーにより構成脂肪酸を検討した。

結果

フ、ルーチーズの脂質の大部分は中性脂質で，極性脂質は僅かであった。中性脂質としてはj トリグリ

セリドが最も多く，遊離脂肪酸がとれに次き¥他にジグリセリド，ステロール，モノグリセリド左ど

も存在していた。極性脂質では，ホスアアテジノレコリン(レシチン)，ホスファチジルエタノーノレアミ

ン(クファリン)，スフインゴミエリンが主左成分で，次いでセラミトV セラミドモノヘキYシド，セ

ラミドジヘキソシドがあり， リゾホスファテジノレコリン(リゾレシチン)， リゾホスファテジノレエタ〆

ールアミン(リゾクファリン)左どもわずか左がら検出された。各脂質の構成脂肪酸を全体的に見ると，

飽和脂肪酸では，パノレミチン酸，ミリステ Y酸なよびステアリン酸が大部分を占め，不飽和脂肪酸では

オレイン酸が圧倒的K多かった。 トリグリセリドと遊離脂肪酸は，ほほ同様の脂肪酸組成を示した。ホ

スファテジノレコリン(レシチン〉とホスファテジノレエタノールアミン(クファリン)は，ともに不飽和

脂肪酸が多<，パノレミチン酸，ステアリン酸のよう左飽和脂肪酸は少左かった。

2 6 北海道における最近の生乳成分について

(北酪検)0笹野 貢，大沢貞次郎

大浦義教

目的

加工原料乳不足払法の施行以来，生乳の取引検査は合乳を対象として実施されているので，成分の実

態を掌握するととも陀，生乳成分の評価陀なける無脂固形分を含めた新しい格付方法の検討に資するた
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め，経続的に道内の合乳成分調査を行まっているものである。

試験方法

(1) 対象地域なよび期間

1 3工場地域を選定し， 4 9地区の合乳試料を対象として，昭和44年 4月から 45年 3月に至る 1

年間にわたり実施した。左な 42年5月から 43年 4月にわたる調査結果も合せて報告する。

(2) 対象試料

工場またはクーラーステーシ司ンにかける合乳取引試料を対象として，毎月 3回，原則として， 5日，

1 5日， 2 5日K採取した。採取方法は，工場直搬個乳の合乳試料は秤量パットよtJ，クーラーステー

ションを経由して到着した合乳試料はタンクローリーまたは秤量パットからそれぞれ採取した。

(3) 分折試験方法

脂 肪 ミルコテスタ-vてよる

全固形分

成績

TM8測定装置による

各地域の年間平均成分に沿いて，全国形分 12%以上のととろは 5地域であり，脂肪，無脂固形分，

全図形分のJI買に示すと，浜市月リld:.3. 6 7弼， 8.4 3弼， 1 2. 1 0弼，大樹は 3.63弼， 8.4 6弼，

1 2. 0 9婦，函館は 3.6 1弼， 8.4 4労， 1 2. 0 5領，静内は 3.7 2弼， 8.3 3弼， 1 2. 0 5労，札幌

( B )は 3.6 1.弼， 8.4 1弼， 1 2.0 2婦で，とれらは他の地域陀比較して，高成分であった。

月月l序均成分は過去の調査成績と同様の変動傾向を示してなり，全図形分 12係以上の月は， 1 0月

から 3月までの 6ク月間で，就中 12月は 3.75弼， 8.5 2弼， 1 2.2 7弼， 1月は 3.8 0係， 8.4 2 

弼， 1 2.2 2婦で，高成分であるが，これに対して 5月は 3.42弼， 8. 3 3 %， 1 1. 7 5 %， 8月は

3.5 0領， 8. 3 0 %， 1 1. 8 0婦で低い成分を示している。

年間平均成分は 3.57弼， 8.4 0仇 1 1. 9 7婦であるが， 4 2年度の調査成績では， 3.4 8弼，

8. 3 3係， 11.81婦で，脂肪は 0.09婦，無脂固形分 0.07弼，全固形分O.1 6婦の上昇をみてなり，

更に 34""38年度の平均成分に比較して脂肪O.0 9弼，無脂固形分O.1 2弼，全固形分O.2 1婦の伸

長がみられた。

全地区の総試料1， 7 6 4例の各成分年間分布を相対度数で示すと次のとなりであるO

脂肪， 3.3領以下 9.0， 3.4弼-2 1. 0， 3.5弾一 2O. 1， 3. 6婦-1 8.5， 3.7弾一 l'6. 4， 3. 8 

掃-9. 7， 3. 9弼-4.4， 4.0婦.GL上 O.9 ， 

無脂固形分，8.0領以下 2.5， 8.1弼ー 7.1， 8.2弼-1 4.4， 8.3弾一 22.7， 8.4弼ー 28.6， 

8. 5弼ー 16. 8， 8. 6領以上7.9，

全固形分， 1 1. 6 0領以下 6.1，1 1. 8 0以下 17. 6 " 1 2. 0 0領以下 28. 1， 1 2. 2 0弼以下 28.3

1 2.40領以下 15. 4， 1 2. 4 1領以上 4.5，
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2 7 モデル地域を対象とした生乳の無脂固形分格付方法の検討

(北酪検)0大浦義教，笹野 貢

大沢貞次郎

目的

乳成分の評価に無脂固形分を加味した新しい格付方法について倹討を行なうため，モデノレ地区を設け

て，調査の実態成績にもとづき，個乳なよび合乳の抽出検査方法並びK現行の脂肪率を基準とした価格

V'C， 無肪個形分を取b入れた場合の試算左どKついて，検討を行走ったものである。

試験方法

( 1) 対象地区

石狩管内よ!?T地区(7 0戸)， E地区(4 4戸)の 2地区を選定した。

(2) 試験期間

T地区一昭和44年4月，....__4 5年 3月(1年間〉

E地区- 11 4 4年 6月，..._， 4 5年4月( 11 ) 

(3) 分析試料方法

脂肪率ーミノレコテスターによる

無脂図形分-T.M.S.測定装置陀よる

(4) 価格計算式

A価格=9円16銭 6厘(脂肪率スライド額)X Fa七%+7円70銭(量目スライド額)

B価格=5円68銭 3厘(脂肪スライド額)XFa七弼 +2円39銭6厘(無脂固形分スライド額〉

XSNF% 

成績

(1) 個乳の抽出試料の精度について

匂問の累積試料と匂2巨わ抽出試料との分折結果の比較(T地区〉を試みたところ，年間平均では前者

のFa七3.5 8 %， S N F 8. 3 9 % v'c対して，後者はFa七3.5 8 %， S N F 8. 3 8 %であり，また月

間平均v'c:;t">ける両者の差の最大値は， F a七0.04弾， S N F 0.1 1 %で，全試料中Fa七土 O.1弼以

内差のものが 63.4弼， S N F土0.2%以内差のものが7τ.9婦であった。

月間の累積試料と月 4回の拍出制斗との分検結果の比較(E地区〉を試みたところ，年間平均では前

者の Fa七3.7 4 %， S N F 8. 5 2婦に対して，後者はFa七3.7 4弼， S N F 8.5 1婦であれまた

月間平均忙なける両者の差の最大値は Fa七3.74弼， S N F 8. 5 1婦であり，また月間平均忙なける

両者の差の最大値は Fa七O.1 %， S N F O. 1 3婦で，全主体卜中Fa七土 O.1領以内差のものが 66. 5 

%， S N F土0.2領以内差のものが 78.6%であった。

(2) 脂肪率を基準とした現行価格 (A価格)と無脂固形分を加味(50: 50)した価格(B価格〉
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の比較についてO

T地区の個乳年間集計陀長いて， A価格乳代金 2，393万円に対して， B価格陀よる乳代金は，累積

試料では， 0.0 5弼，抽出試料では， O. 0 8領並びV'C， 脂肪累積，無脂固形分抽出試料では， 0.1%の

格差がみられた。また E地区の個乳年間集計忙ないて， A価格乳代金 3，7 2 2万に対して，累積手持↓で

は0.7弼，抽出試料では O.8弼並びK脂肪累積，無脂固形分拍出試料では O.8婦の格差がみられた。

T地区の合乳年間集計A価格2，407万円K対してB価格は0.2%，E地区ではA価格3，7 3 3万円

K対して， B価格は1.0婦の格差がみられた。

2. 8 豚枝肉組成の簡易推定法に関する試験

• l 比重による豚枝肉組成の推定について

(道立滝川畜試)0安東正史，阿部 登

糟谷 泰，山田 渥

目的

豚の枝肉組成，ナ左わち椀均中の赤肉，脂肪沿よび骨の割合を知るととは，屠体形質vc関する能力を

正確K判断するうえで重要であるが，枝肉を直接分離するととは非常に煩雑で労力，時間を要するのみ

で左く，肉そのものの商品価値を極度陀減ずるので一般K実施するととは困難である。

そとで枝肉を分離するとと左しVC，間接的陀その組成を知る方法のーっとして，比重を用いた場合K

ついて検討じたので報告する。

， 
方法

供試豚は滝川|畜試産のランドレース 16頭，大ヨークシャー 8頭，ハンプシャー 8頭，合計32頭で

何れも 90 Kq到着後1週間以内陀屠殺した。屠体は 24時間放冷後左半屠体をカタ，ロース，パラ長よ

びハムの 4部位vc分割し，それぞれKついて測定した空気中重量，水中重量なよび水温から比重を算出

しむ

その後さらK各 4部位は簡易法陀よって皮，赤肉，脂肪なよび骨陀分離した。

結果

半屠体，大割肉片の各 4部位の比重は雌が雄より大きく，赤肉割合は比重に比例し，脂肪割合は比重

とは逆比例の傾向を示した。骨割合は性問K著しい差は認められ左かった。

半屠体比重一半屠体枝肉組成の相関係数は性tてより異左り雄が雌よ b大きい値であった。また大割肉

片の各部位Vてないてもカタの脂肪割合を除いて雄が雌より大であった。

赤肉割合，脂肪割合とそれらの比重との相関は，半屠体脂肪割合一各部位比重の相関が半屠体赤肉割

合一各部位比重の相関よ bも高い値を示した。

平均背脂肪厚と半屠体組成の相関は，半屠体比重と半屠体組成の相関よ bも低い値であった。

半屠体赤肉割合一半屠体比重の相関は，雄+0.7 8 0.，雌+O. 4 1 6，雄雌とみの場合十 0.71 4で
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あった。

各大割肉片の比重から半屠体組成の推定のため回帰式を算出した結果，半屠体または大割肉片の比重

から豚枝肉の組成推定の可能性がうかがわれた。

2 9 肉豚に対する廃液添加澱粉粕の利用性

第 l報廃液添加澱粉粕の消化率

(道立滝川畜試)0吉本 正，米田裕紀

澱粉工場から排出される廃液の公害問題は大きく，その支探として廃液を飼料化するととが考えられ

た。廃液を濃縮し，波粉粕K吸着させて，高栄養の披扮粕が製造されるよう Vてまった。これが養豚用飼

料として利用する際Kは下痢の発生，発育遅延等が問題と左っている。今回はとの飼料の栄養価値を検

討するため消化試験を行左ヲた。

試験方法

体重約 60 K~のランドレース種 6 頭(去勢)を消化試験用欠ージK入れ，全糞採取法で行左ヲた。供

試飼料は廃液添加澱粉粕 70領，コーンスターテ 20領，サトワ 10掃を配合し，コーンスターテとサ

トワは 10 0弱消化されるものとして直接廃液添加澱粉粕の消化率を測定した。供試期間は 11日間と

し， 5日間は予備期， 6日間を本試験とした。飼料は 1日4回給与した。

試験結果

廃液添加澱粉粕の消化率は次のと台bであった。

全有機物81. 9労，粗蛋白質48. 9領，粗脂肪 0%，N F E 8 8.0弼，粗繊維84. 5領

3 0 肉豚に対する廃液添加澱粉粕の利用性

第2報廃液添加澱粉粕の肥育効果

(道立滝川畜試)0米田裕紀，吉本

消化試験に引き続いて，廃液添加減粉粕の肥育効果を検討するため飼養試験を行左った。

試験方法

正

ランドレース種 2腹，雑種2腹から 12頭を用い， 1区4頭(単飼)3区制で行まった。期間は体重

20........90K9で， 9 0 KgiU達でと殺解体し，と体成績なよび肉質を検討した。給与飼料は対照区Kは検

定用飼料単一，試験I区tては検定用飼料 70係，廃液添加澱粉粕 30弼，試験 2区Vては検定用飼料 64 

%，廃液添加澱粉粕 30弼，大豆粕6婦とした。給与量は豚産肉能力検定のランドレース種用基準で行

左った。

試験結果

1. 体重20........90K9所要日数は対照区 99日，試験1区13 7日，試験2区 136日であった。

2. 1日平均増体量は対照区 71 2 fI，試験 I区51 4 fI，試験2区51 7 fIであった。

-36ー

• 



• 

3. 飼料要求率は対照区 3.23，試験1区 3.90，試験2区 3.9 3であった。

4 背脂肪層の平均は対照区 3.55 cm，試験1区 2.7 3 cm，試験2区 3.08 cmであった。

廃液添加澱粉粕の給与tてよって，下痢症の発生は見当ら左かったが，日奮好性はあまり良〈左<，試験

I区，試験2区とも約 10婦の残食があった。廃液添加澱粉粕を配合飼料の 30弼代替すると発育の遅

延が認められ，本飼料の噌好性骨よび栄養価Kついて検討を加え左ければ左ら左ν、

離乳日令を遅らせ離乳時体重を大きくするとと Kよって，寒冷の悪影響を軽減でき左いかどうかを検

討するため試験を行左ったのでその概要を報告する。

試駁方法

3 5日令で離乳し，その後保温する区と無保湿の区， 45日令で離乳し，その後保温する区と無保

温の区(![4区分し，ランドレースを各区 4頭， 1 1 0日令まで群飼養した。

保温区は 80X120X90cmの保温箱内VCl.25Wの電熱マットを敷いて保温を行左い，無保温区

はとれらの処置をし左かった。

飼料給与は豚産肉能力検定の方法Vて従がい，温度は保温区が保温箱内の上部，無保温区が豚房寝所の

上部で保温区と同じ高さのと ζろで測定した。

試験結果

保温区の温度は最高が 14"-'20
0

C，最低が 11'"'-'1 50Cと比較的良好左温度帯』てあった。無保温区

では，最高が 5.5 '"'-' 8 "C，最低が 1"-' 4. 5 oCとか左りの低温であった。

3 5日令から 45日令までの 10日間の増体量は， 4 5日令離乳のものが 35日令離乳のものより有

意VC(pぐo.0 1 )すぐれていた。

4 5日令から 11 0日令までの 75日間では，増イ本量，飼料要求率とも保温区が無保温区よりすぐれ

ている傾向がみられたが，離乳日令の相異による差は左かった。

全期間(3 5日令から 110日令までの 85日間〉の増体量は 45日令離乳の保温区， 3 5日令離乳

の保温区， 4 5日令離乳の無保温区， 3 5日令離乳の無保温区の!顕ですぐれていた。

離乳日令を遅らせた親探は保温の効果K比べ少左かった。
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各区の発育なよび飼料要求率(4頭の平均値)

¥¥135Tら 4 5日令から 11 0日令まで 全期間
4 5日まで
の増体量 増体量飼料要求率 増 体 王長豆司 1日平均増体量

3 5日令 保温区 2.9 K9 3 3.2 K9 2. 5 3 3 6. 1 K9 4 8 1.9 8 fI 

離 手L無保温区 3. 1 2 8.7 2. 9 2 3 1. 8 4 25.00 

4 5日令 保温区 3 3. 5 2. 6 0 3 7.9 5 05.53 
4.5 

離 手L無保温区 2 8.8 2.8 7 3 3.2 443.35 

3 2 鶏の能力と環境との関連性について

(帯広高大)0吉野 洋，光本孝次 . 

庄武孝義

との実験では，無投;鶏舎Vてないて，高温と低温の温度差のある両室で，一年鶏の完全姉妹である単冠

白色レグホーン種， 1 7 6羽を対象として，産卵率，飼料要求率，飲水量などの実験データを統計分析

した。実験期間は， 4 5年 1月中匂から 6月下匂主での 5ク月半であったが，測定準備の都合上，産卵

率については， 2 3週，飼料要求率，飲水量については，それぞれ 19週の測定結果を分散分析した。

高温，低湿の両室Vて分けられた姉妹は，それぞれ，両室の同じ位置Vてあれ照明，通風左どの環境が同

ーに在るよう忙した。との研究の目的は，完全姉妹同志の温度差の違いKよる能力の影響をみるととK

あったことから，両室の片方，あるいは，両方の姉妹が死んだ後でも，そのまま忙して，分散分析の産

卵能力では， hen-houseとして，計算した。分散分析は，分割区法を利用したが，産卵率の温度差

に対する分析の結来，主試験区の温度差K有意差がみられ左かったが，副試験区の週K有意差がみられ，

週×温度差Kは，有意差がみられまかった。飼料要求率では，主試験区の温度差に有意差が左く，副試

験区の週，週×温度差K有意差がみられた。飲水量Vてがいては，主試験区の温度差K有意差が左く，副

試験区の週，週×温度差(1[， 有意差がみられた。叉，とれらとは別(1[， 全体的左傾向として，産卵率で

は，高温区が，低温区のそれと比較して， 5弼程度高<，実験初期から後期まで，平行線を維持してい

る。飼料要求率では，全体を通して，わずかばかkJ，低温区が高温区よりも高<，飲水量については，

高温区が低温区よりも大であった。温度差は， 4月上匂まで左ので，以上の全体のデータ Vて対する分析

とに，時期別の分析を追加して，環境と能力との関連性Vてついて，報告する。

3 3 北海道における家鶏の野外飼育について

o市川

川瀬

舜，三上 勝

冶，宮崎英

家鶏の飼育方法として野外で管理される所謂 H青空養鶏 Fが近年試みられ，道外ではこの方法がすで
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K一部実用化されている。しかし，これらの街旦Vてついての具体的左資料は極めて少まく，特に積雪寒

冷地K台ける野外飼育tてついての報告はみあたら左い。演者らは道内の自然環境下で採卵鶏の野外飼育

を試みた。左な， 2年次(1 969年解化 )Kかいて野外の一部は越冬して追試したが，今回は初産後

1 5 0自主でとし， 0週から 22週令体重と初産時体重の推移，初産日令，初窪卵重と成卵重，育成率，

要求率，産卵個数と卵質等の諸形質Vてなよほす影響について若干の資料を得たので報告する。

供試鶏は 1968年1月解化と L969年2月K牌化した国産のWL-Gと一代雑種 (RH )で合計

230羽を用いた。管理法は全群 80日令室で同一条件の舎内で育成し，以後野外区と舎内区飼育の 2

群K区介しず単飼ケージで記録した。飼料は市販の配合で不断給餌，予防接種等の管理はほ Y常法の通

りなと左った。

結果

• 1) 体重の推移はWLの 10週令忙ないて野外区の 757ff，舎内区は 80 7 ffと左り有意の差を認

めたが， 1 2週令以後Kは差は認められず，同様K '69制時化雛も 14週令から 16週令K差を認めた

が以後は消失した。 RH忙ないてもほ Y同様の傾向を示した。

2) 初産日令は， 6 8年の野外区 L5 2日令，舎内区は 156日令と左 b差は認められ左かったが，

I 6 9年では 16 3日令と 15 8日令と左って有意の差(5 % )を認めた。変動係数は野外区の 6.1婦

に対し舎内区は 8.9弼と左り， R Hも同様の傾向で野外区の方がや込少左かった。

3) 卵重は初産時で野外区の 48ffK対し舎内区は 44 ffで有意の差を認め，との経過は産卵開始後

150日続いた。また， '6 9年では初産時から 60自主で差を認めたが，以後日令の経過と共K消失

した。しかし， RHKは初産時から差は認められ左かった。

4) 育成率は， 6 8年にかいて野外，舎内区共K 9 3弼， R Hは野外区の 80労K対し舎内区は 96 

婦を示した。また， I69年は野外区の 97骨，舎内区は 95 %であった。

5) 産卵率は野外区の 57婦，舎内区 63弼， RHは 69婦に対し 57弾。， 6 9年は野外区で 70 

. %，舎内区は 72弱であった。

6) 卵質のHaugh Uni七， 卵殻厚と卵白・卵黄重等Vどは顕著左差は認められ左かった。

他K，形態的左観察と気象条件等との関連について 2・3の知見を述べる。

3 4 乳牛の量的形質に対する統計的分析

I 全十勝乳牛共進会における育種傾向

(帯広畜大)0光本孝次，森 雅雄

辰己充弘，庄武孝義

十勝農協連畜産指導課

十勝V亡さ?ける乳牛の大型化は導入種牡牛による効果と飼養環境の向上Uてよる穀凍とが考えられる。時

系列が関係する問題を分析する材料として全十勝乳牛共進会(昭和 24年から同 43年まで )K出陳さ
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昭和24年から同 41年まではれた約 1，0 0 0頭のホルスタレ種Vてなける体各部位の測定値を用いた。

カン巾，胸囲，管囲の 11部位であるが，体高，十字部高，坐骨高，体長，胸深，胸巾，尻長，腰角巾，

昭和40年から同 42年きでは十字部高，坐骨高，胸巾を除く 8部位である。牛の年令を 1ヶ月毎Vて区

分し，それぞれの平均値を計算した。これらの平均値を用いて年令の測定値に対する回帰分析を行った。

回帰分析のモデノレKついては，増加率の異左る体高，体長，腰角巾Vてっき 9クのモデノレで曲線の性質と

2 6 0クの二次回帰を使用し，すの推定標準誤差を基準に適合性を検討した後VCY=a十 bx+ b X2 

とれらの材料と方法から育種傾向を知るためVC，主κ材料の性質上の制限によ b次の曲線を計算した。

ょう左考察を行った。昭和24年と同 43年のそれを比較してか左 Pの差が認められるものKは体高，

体長，尻長，胸巾があり，胸囲，胸深， I展角巾，かん巾，管固に関しては顕著で左く，昭和 41年から同

4 3・年Kは変化は観察されまかった。昭和 41年度の入賞牛の傾向は体高，尻長，胸深，管囲tてないて

• 良くその回帰曲線に適合し，腰角巾，かん巾では曲線に沿って下側K介布し，体長，胸囲では曲線に沿

4 1年度K台ける高等登録牛の平均はかん巾を除けば推定されたどの曲うが分布が大であヲた。また，

線よ D低い傾向を示した。

ヘリングボーン型ミルキングパーラーの搾乳能率について3 5 

達本夫，塚ニ凸三

主F-キ艮(道立新得畜試)0曾

進かk
ニココ.西

的目

• 

ミルキングパーラーの搾乳能率は型式とか規模Kよってこと左るが，投入労力による影響は明らかで

左い。本報は 12頭用(6ユニット)へリングボーン型ミノレキングパーラーを 2名と 3名で操作した場

合の搾乳能率を比較検討した。

去方

フリーストーノレ・パーンで飼養する搾乳牛44頭Vてついて，冬季の夕搾乳時に各処理連続2日づっ 2

I頭どとに各作業所要時間をストップワォッテで言十反復実施した。調査は慣行搾乳手順忙したがって，

ミルク・オ・メータ-VCよる個体どとの計量は省略し測した。乳量は搾乳終了後K台秤で総量を言十わ

た。

果結

1) 搾乳前・後作業の延所要時間は 2名より 3名が 9分ほど多かったが，作業者 I人当bでは 2名に

よる場合の 41介に対して 3名による場合は 30.5分であった。実作業時間は 2名による方が 3分ほど

延長した。

2名による場合は 3名による場合よ bも各作業問陀牛からみた空白時間が多<，牛がパーラ-VC

入ってテートカップカ装着されるまでの時間が 3名よ Dも18秒多くか〉った。

マシンストリッピングとハンドストリッピングに要した時間は 2名Vてよる方が 19秒少左いが，
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• 

• 

マシンミノレキング陀要した時間が逆に 33秒多いので，搾乳時間は 2名Vてよる方が僅かに延長した。

4) 牛がパーラーに滞在した時間は 2名K よる場合が 13分 49秒， 3名陀よる場合が 12分42秒

で， 2名Kよる方が 1分ほど多いが，その差の多くは{f，時雲間の空白時間が占めた。

5) 6頭どとの搾乳サイクノレ時間は， 2名では 8分 1秒， 3名では 7介 25秒であった。したがって，

1時間の搾乳サイクノレ数は 7.5回， 8. 1回Vてなるから，搾手l頭数は 2名Vてよる場合が 45頭， 3名(iLよ

る場合が 50頭とまるo その差は搾乳頭数が多〈左るほど拡大されるo

6) マシンストリッピング時間と乳量及び搾乳との偏相関々係から， 2名では乳量の少左い牛とか搾

乳速度の早い牛Kオーバーミルキングの傾向が認められたのK対して， 3名では全般的にマシンストリ

ッピングを始めるのが早過る傾向が認められた。

3 6 機械搾乳の難易性に関する試験

第2報搾乳性の産次間変動

(新得苔試)0塚本 達，曾根章夫

西埜 進

目 的

搾乳性の遺伝的特性を掴むための実験手法を知る目的で，搾乳性の建次間愛勤を検討した。

方法

供試牛はホノレスタイン種搾乳牛 31頭で，同一牛の I産辛子よび 2産次の分娩後日数がほぼ等しい時期

K搾乳性を測定した。測定時期は分娩後30""150日の問で，各産次ともそれぞれ連続 2""3日間行

在った。

搾乳は分房搾乳機(アルファラパノレ製)によって真空度 34cmHg，毎分の脈動数39回で行左い，

3 0秒間隔で各分房毎陀乳量を計測した。前乳房乳量比は，各‘分房の乳量パラ yスが産次問で極

端Kすぐれた 3頭を除いで分析した。

結果

1) 搾乳性の産次問の反復度は最高搾乳速度， 2分間乳量係長よび前乳房乳量比はいずれも 0.8以上

と高<，平均搾乳速度は O.6 9とやや低同残乳量はO.1 5で最も低<，有意でまかった。

2) 1窪かよび 2産次の各測定値はそれぞれ全乳量が 6.3，7. 4 K9，最高搾乳速度2.9 4， 3. 2 9 K9 

/分，平均摺L速度1.6 9， 1. 8 6 K9/分，残乳量O.3 9， • O. 6 0 K9でいずれも有意の差であれ乳量

が多い 2産次の方が，搾乳速度，残乳量は増加するという傾向がある。一方， 2分間乳量婦はそれぞれ

7 3. 5， 7 2..6婦と明確左差はみられ左かった。

3) 前乳房乳量比は，それぞれ 42.4， 4 0.6婦で 2産次の測定値が有意K低同 I産次K対する 2

産次の前・後乳房の乳量増加率はそれぞれ 115， 123%で，後乳房の方が乳量増加は大きい。

4) 搾乳性の 1産次と 2産次の記録の間Vてはいずれも有意左回帰がみられた。

5)供試牛の中で数頭が 2産次(iLjO"ける各分房乳量のバランスがくずれ，特tてひどい場合は前乳房乳
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量比，最高悔し速度の産次間差異が大きく左る傾向がうかがえた。

6) 以上の結果から， 1産と 2産次の搾乳速度，前乳房乳量比なよび残乳量の産次間差異が明確なの

で，搾乳性の調査は同一産次K揃えることが望まし同しかし，産次問の回帰が有意左ので，回帰式に

よる産次間補正の可能性は示された。

37 搾乳環境の変化に対する乳牛の適応について

(帯広畜大)新出陽三

目的

搾乳操作を含めた搾乳環境の変化K対する乳牛の適応の過程を調べる目的で実験を行左った。

方法

如実験は実験環境巾むする過程を調べる目的で，牛をルーズパーンよりタンテヨンパーバ移 . 

し，その日から朝6時と夕 4時に搾乳して，以下の方法で，乳房内圧と搾乳速度を計測した。乳房内圧

は右前乳区Kカテーテノレを挿入し，乳柱の上端が安定した時を I回目の計測値として，以後搾乳量が O

K左るまで 30秒間隔で読ん7む乳房内圧の 3回目の計測と同時(1[， 乳房を温湯で1分間洗様・マッサ

ージを行左った(乳房の刺激〉。乳房の刺激終了 30秒後(1[， ミルカーを右前乳区を除いた 3乳区K装

着し，搾乳を開始した。右前乳区の搾乳は 3乳区の終了後速やかに行左った。搾乳速度はミノレクペイル

をばね秤fJ(I[つれその秤Dの可動部(1[ベンをつけ，搾乳量の経時的左変化をカイモグラフ K記録し，

算定した。第2実験は乳房刺激後ミルカー装着までの時間のb くれに対する乳牛の適応の過程をみる目

的で行在った。

実験方法

ミルカーの装着を乳房刺激 5分後陀した以外は全て第 1:実験と同じである。第 l実験の環境K適応し

た時期を正常搾乳期として比較した。

結果

① 供試牛6頭中 2頭は第 l回目の搾乳時K全く乳房内圧の上昇がみられ左かった。とれK対し I頭

は乳房刺激 30秒後K乳房内圧が上昇し，正常時と変ら左かった。残fJ3頭は乳房束iJ激 1分 30秒後K

乳房内圧が上昇した。②乳房内圧が全〈上昇し左かった個体では 3日目(1日2回搾乳で 6回目)，乳

房内圧の上昇がb くれた個体では 2日目(3回目， 4回目〉の搾乳時から正常左乳房内圧のノミタ-:，/

k戻った。③4日間の乳房刺激 5分後搾乳Vてよって乳房内圧のパターンが著し〈変化することはまか

った。しかし， 5分後搾乳では，搾乳開始後再び乳房内圧が上昇し，第2回の乳汁排出反応が起った。

④とれらの乳房内圧のパターンの崩れは，乳量，乳脂率なよび搾乳速度K影響を与え，これら陀ついて

も考察を加える。
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議 事

1.庶務報告

2. 会計報告

3. 役員改選

4 支部細則の 1部変更

5. 支部会費の値上

vA、
I、~C\

ムー
ヱミ

(於第 1会場)

午後 1 2時 2 0分よ b

支部総会終了後，引続き北海道在住日本畜産学会本会員のみで，支部選出の本会評議員の選挙方法に

ついて協議したい

、、

支部会記事

1. 支部評議員会(，4，月 26日)

@ 昭和 44年度会計，左らび陀庶務報告

⑪ 昭和 4 5年度事業計画

@ 支部細則の変更

@ 本会評議員の選挙方法

2. 支部幹事の交替

支部会計並びK庶務幹事は本年4月より下記の各氏K交替いたしました。

会計幹事 上山英一，小竹森訓央

庶務幹事 会大ー杉次男，近藤敬治
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3 昭和 44年度日本畜産学会北海道支部会計報告(4 4. 4. 1 ...... 4 5. 3. 3 1 ) 

収入

前年度よb繰入れ

(内訳)銀行預金

振替小切手

振替一般

現金

会費

(内訳)個人現金

個人振替

替助現金

替助振替

替助小切手

会報売上げ(3 0 0円X3冊)

本会よ P補助

銀行利子

支出

印刷費

支部大会補助費

日畜学会評議員会出席旅費補助

シンポジウム話題提供者謝金

通信費

事務用雑品購入費

会議費

振替手数料

次年度への繰越金

銀行預金

振替小切手

振替一般

現 金

4 3， 0 1 1 

9 5， 9 7 6 

5， 9 7 8 

1 8， 0 5 8 

4 9， 2 0 0 

3 3.8 2 0 

1 1.0 0 0 

2 2. 0 0 0 

3，0 0 0 

ー-44-

3 0 3. 7 4 4 

1 6 3，0 2 3 

1 1 9.0 2 0 

900 

2 0， 0 0 0 

801 

1 5 7，6 9 5 

8 0， 5 0 0 

2 5， 0 0 0 

1 O. 0 0 0 

1 8， 0 0 0 

1 8， 0 2 5 

2.1 6 2 

1. 3 8 3 

2.625 

1 4 6， 0 4 9 

6 6，81 2 

7 0， 9 7 6 

fi，l 7 3 

3， 0 8 8 

円

• 
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氏

明 井

o阿 音E

• 阿 昔日女r-L. 達o阿 彦

天 野

o朝日田

女炉Lー・ 藤

o安 藤

o安 藤

o安 東

。有
d馬

o荒

浅 原

厚 海

日本畜産学会北海道支部会員名簿

o橋 本

板 垣

伊 藤

亙主 沢

三田村

o中 松

0 局 止田

IE司コ 松

塚 本

名

正

4支2ELK 

光 雄

博

健 三口士=

昇 策

康 司

丙午郎

功

広

正 史

俊六郎

智

敬 一

忠 夫

(昭和45年 7月31日現在)

名

，r仁とr- 雄

信 之

安

7宅主E・ 助

健太郎

喬三郎

眉メ弘、 彦

正

不二雄

差~
Eヨ 会 員

札幌市南 26条西 8丁目

札幌市南 6条西 14丁目

T(51)2648 

T(25)2861 

苫小牧市美園町苫小牧，駒沢短大

札幌市北 1条西 22丁目 T(61)1057 

札幌市北 7条西 6丁目 T(71)9737 

札幌市福住 26の 11 T ( 8ち)56'29 

札幌市真駒内南町 1丁目 3の 9 T(58)l983 

東京都世田谷区松原町 6丁目 3'6.8-8 

T東京 (322)6752

札幌市北 3条東 5丁目 岩佐ピJレ

小系工業KK

正 会 貝 0 印は日本畜産学会正会員

動 務 先 動 務 先 住 所

A 

大樹地区農業改良普及所 広尾郡大樹町字双葉町 2

道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川 73 5 

酪農学園大学獣医科解剖 江別市西野幌 58 2 

十勝清水地区農業改良普及所 上川郡清水町南 3条西 1丁目

雪印乳業 札幌市苗穂町36 

茅部地区農業改良普及所 茅部郡森町字清澄町

北大農学部畜産学科 札幌市北 9条西 9丁目

北海道糧食株式会社 小樽市色内 3丁目 5-1

酪農学園大学 江別市西野幌 582

北海道更別高校 河西郡更別村字更別

道立滝川畜産試験場 滝川|市字東海)117 3 5 

北大農学音l酪農科学研究施設 札幌市北 9条西 9丁目

北農試畜産部 札幌市羊ク丘1

根室支庁産業課 根室市常盤町 3

道庁畜産課 札幌市北3条西 6丁目
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相 田 隆 男 道立根釧農業試脚揚 標津郡中標、伊丁

B 

。坂 東 健 道立根釧農業試験場 標津郡中標津町

D 

0土 目巴 達 雪印乳業技術研究所札幌分室 札幌市苗穂町 36 

E 

遠 藤 清 司 道庁農業改良謀 札幌市北3条西 6丁目

榎 波 博 清水地区農業改良普及所 上川郡清水町第 1線

o榎 本 博 司 根室支庁別海地区農業改良普及所 野付郡別海村西別市街

F 

淵 名 重 海 帯広畜産大学 帯広市稲田町

4・藤 岡 幸 助 訓子府地区農業改良普及所 常呂郡訓子府町

o藤 田 裕 帯広畜産大学 帯広市稲田町

藤 回 保 道立天北農業試験場 枝幸郡浜頓別町緑ク正

原 正 人 日本配合飼料KK:&JII路工場 釧路市材木町 43 

福 家 正 直
南羊蹄地区農所業留改都良駐
普及 寿 在所 虻田郡留寿都村

o福 永 手口 男 帯広畜産大学 帯広市稲田町

福 井 孝 イ乍 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

。深 沢 矛リ 行 北大農学部畜産学科 札幌市北 9条西 9丁目

藤 井 甚 作 道立滝川畜産試験場 滝川市宇東滝川 73 5 

o藤 野 女炉ム『・ 彦 帯広畜産大学 帯広市稲田町

吉 よ田 北 雄 酪農学園大学 江別市西野幌58 2 

o古 谷 政 コ、も旦今 道立北見農試 訓音府町弥生 • 伏 見 年 行 紋別地区農業改良普及所 紋別市役所農政課

房 間 稔 八雲町営育成牧場 山越郡八雲町字熱田

G 

後 藤 房 雄 十勝支庁足寄地区農業改良普及所 足寄郡足寄町役場内

H 

o八 戸 芳 夫 北大農学部畜産学科 札幌市北 9条西9丁目

花 田 正 寛 道庁農業経済課 札幌市北 3条西6丁目

長谷田 寿 一 東邦ミンク株式会社 札幌市藤野 4区

橋 立 賢二郎 天塩地区農業改良普及所 天塩町新栄通.!J1 0丁目

o橋 爪 徳、 一 帯広畜産大学 帯広市稲田町
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王k

o早 ) 11 政 市 北農試畜産部 札幌市羊ク正

早 ) 11 三日区 八 狩勝牧場 上川郡新得町

林 満 北農試車弛開発部 札幌市牟ク丘

林 広 帯広畜産大学 帯広市稲田町

林 5ム 道 雪印乳業技術研究所札幌分室 札幌市苗穂町 36 

。左 久 帯広畜産大学 帯広市稲田町

東 原 徹 芽室デカルプ種鶏場 河西君f5.芽室町

東 山 啓 一 東胆普振及地所区厚良真業駐改在良所 勇払郡厚真町京町

o平 賀 ~D 稔 北農試畜産部 札幌市羊ク丘1

平 間 英 夫 道立十勝農試 何西部芽室町新生• 平 野 官日ヨ 一 ホクレン北見支所畜産課 北見市北8条克寸百

平 野 将 魁 士別地区農業改良普及所 士別市東 6条 4丁目

平 電 厚 司 北農試畜産部 札幌市羊ク丘

平 沢 志 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川 73 5 

平 田 増 男 枝幸郡開拓営農指導所 枝幸郡枝幸町幸町

平 山 秀 介 道立滝川畜産試験場 滝川|市東精川 73 5 

o広 瀬 可 f宣 北大農学部畜産学科 札幌市北 9条西 9丁目

北 南 '悟 芽室町農業共済組合 河西郡芽室町東1条 2丁目

星 野 達 一 北農試草地開発第 1部 札幌市羊ク丘 1

高田 野 信 夫 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

。市 ) 11 舜 酪農学園大学 江別市西野幌 582

五十嵐 義 任 道立根釧農業試験場 標津郡中標津町

池 田 鹿之助 札幌市真駒内緑町3丁E時計ンシ百ジIl203

。今 泉 英太郎 北農試畜産部 札l幌市羊ク丘1

井 上 貞 人 北海道畜産会 札幌市北 4条西 7丁目

入 江 俊 道庁酪草課 札幌市北 3条西6丁目

。石 井 格 帯広畜産大学 帯広市稲田町

石 井 力 男 北農試畜産部 札幌市羊ク丘 1

。石 ア吉T宮ミ 敏 機 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

石 ) 11 恒 北大獣医学部 札幌市北 18条西 9丁目

石 本 北海道農業開発公社 札幌市北 3条西 7丁目酪農センター

伊 東 孝 春 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川 73 5 
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伊 藤 憲 ~ム口 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川 73 5 

o伊 藤 興 英 北海道畜産会 札幌市北4条西7丁目

右<-LI 崎 久 戸而14 北海道漁業公社農畜産課 札幌市北大通.!?7 

右LムI 崎 蒸 北農試畜産部 札幌市羊ク丘 1

o和 泉 康 史 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

K 

o籍 回 勝 基 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川 735

。糟 谷 泰 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川

金 J 11 直 人 道立根釧農試 標津郡中標津町東1南 6

金 子 幸 司 北農試草地開発部 札幌市羊ク正1

不自 木 甲 北農試畜産部 札幌市羊ク丘 1 J • o堅 田 彰 北農試畜産部 札幌市羊ク丘

片 岡 健 治 北農試草地開発部 札幌市羊ク丘

o加 膝 勲、 北大農学部畜産学科 札幌市北 9条西 9丁目

力日 藤 正i九:久 一 様似地区農業改良普及所 様似郡様似町緑町 70 

力日 藤 孝 光 プリムローズ牧場 山越郡八雲町字立岩 18 2 

鎌 重 忠 中川地区農業改良普及所 中川郡中川町中川 21 8 

河 音日 赤日 雄 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川

岸 田 盛 土佐 道庁農務部酪農草地課 札幌市北 3条西 6丁目

o岸 美 道立新得畜産試脚易 上川郡新得町

木 田 一 民E 北海道農業開発公社 札幌市北 3条西 7丁目酪農センター

木 村 敏 男 雪印乳業 札幌市苗穂町 36 

木 下 進 農林省、小樽輸出品検査所 小樽市港町 5番 3号合同庁舎4階

o北 1只 作次郎 帯広畜産大学 帯広市稲田町

北 誠 栗山地区農業改良普及所 夕張郡栗山町字栗山;32 8 

上 出 純 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川

菊 士也 彪 北海道愛別高校 上川郡愛別町字本町

o菊 地 俊 彦 雪印乳業KK技術研究所札幌分室 札幌市苗穂町 36 

林 道 臣 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

o小 島 律 夫 ホクレン北見支所 北見市屯田町 617 北見農業会館内

松 秀 雄 北海道酪農検査所苫小牧駐在所
苫小牧市表町 15の 14 

日胆農業会館胆振生産連内

西 庄 =口と 十勝支庁経済部農水産課 帯広市東5条南 9丁目

塩 栄 宗谷支庁経済部農務課草地係 稚内市南稚内
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o小竹森 ヨ11 央 北大農学部 札幌市北 9条西 9丁目

小梁川、 忠 士 ー農林省、北農試畑作部作付体ザ玄究 河西郡茅室町新生
第 1 室

近 藤 手目 広 道庁農務部酪農草地課 札幌市北 3条西 6丁目

o近 藤 全日 彦 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川 73 5 

。近 藤 敬 治 北大農学部畜産学科 札幌市北 9条西9丁目

久保田 隆 司 針路支音別地区農業改良普及所 白糠郡音別町役場内

朽 木 太 網走支庁雄武地区農業改良普及所紋別郡雄武町字本町

o工 藤 規 土佐 北大獣医学部 札幌市北 18条西 9丁目

o工 藤 =口と 夫 北農試畜産部 札幌市羊ク丘 1

o黒 沢 誠 説引ロ、 雪印乳業 札幌市苗穂町 36 • 互主 沢 不二男 道立滝川畜産試験場 滝川市東濁川 73 5 

o久 米 小十郎 酪農学園大学 江別市西野幌

M 

o蒔 田 秀 夫 道立根jJI[農業試験場 標津郡中標津町東 1条南 6丁目

増 地 賢 治 ホクレン岩見沢支所 岩見沢市 5条西 5丁目

o松 回 恵、 一 三井農林斜里製酪工場 .斜里郡斜里町朝日町一

松 井 茂 時 弟子屈地区農業改良普及所 川上郡弟子屈町役場内

o松 本 克 調 日甜支社農事研究課 帯広・市福田町

松 野 政 =士= 北海道肉牛協会
札幌市北 4条西 7丁目

口

松 村 宏 道立根釧農業試脚易 標津郡中標津町

松 村 日光 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

松 尾 ) 一 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川 73 5 

ー
o松 岡 .栄 帯広畜産大学 帯広市稲田町

o松 岡 善太郎 十勝農協連畜産部 帯広市西 1条南 9丁目

松 沢 兼 義 渡島支庁函館地区農業改良普及所 亀田郡亀田町赤川通 20 5 

松 谷 隆 志 枝幸郡中頓別町中頓別地良区農普及業所改 枝幸郡中頓別町宇中頓別

o目 谷 義 大 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

。→ 河 勝 彦 北大農学部畜産学科 札幌市北 9条西 9丁目

湊 彪 ホクレン畜産事業本部技術普及室札幌市北 4条西 1丁目

南 山 五...!i主:i!.. 道立天北農試天塩支場 天塩郡天塩町南川口

。二二 須 幹 男、 帯広畜産大学 帯広市稲田町

島 哲 夫 北農試畜産部 札幌市羊ク丘

溝 浩 酪農学園大学 江別市西野幌58 2 
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O-4 j甫 ~j， 之 帯広畜産大学 帯広市稲田町

浦 祐 輔 ホクレン畜産部 札幌市北4条西 1丁目

上 勝 酪農学園大学 江別市西野幌 58 2 

o- 上 正 幸 帯広畜産大学 帯広市稲田町

口J:J口 賢 南留萌地区農業改良普及所 留萌市高砂町

水戸部 向 夫 北海道畜産会 札幌市北 4条西 7丁白

谷 官 允 道立天北農業試験場 枝幸郡浜頓別町

o光 本 孝 次 帯広畜産大学 帯広市稲田町

O 二二 ニ~じ~ 勝 帯広畜産大学 帯広市稲田町

。宮 J 11 浩 輝 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川 7."35 

r邑4ー， 本 良 渡島支庁渡島畜産経営指導所 亀田郡大野町字向野43 • 「邑ι， 
下 昭 光 北農試草地開発部 札幌市羊タ正

r邑'-. 内 葬日 正 十勝農業協同組合連合会 帯広市西1条南 9丁目 7

o宮谷内 留 行 北農試畜産部 札幌市羊ク正 1

。宮 沢 香 春 北農試草地開発部 札幌市羊タ~Ji 1 

持 田 勇 石狩家畜保健衛生所 札幌市東月寒

森 関 夫 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

森 田 修 北海道畜産会 札幌市北 4条西 7丁目 畜産会館

森 寄 七 宮)1古b、 道立滝川畜産試 滝川市東滝川

守 屋 景色 道 サツラク農業協同組合 札幌市苗穂町36 

村 回 孝 夫 新得地区農業改良普及所 新得町市街

村 山し 一 虫E 北海道畜窓会 札幌市北4条西 7丁目

水 野 直 治 道立農業試験場 夕張郡長沼町 a 
N 

長 野 昭次郎 十勝支庁浦幌地区農業改良普及所十勝郡浦幌町字栄町農協内

長 沼 勇 十勝支庁帯広地区農業改良普及所帯広市西 5条南 8市役所農政課内

長 岡 哲 土生 日高支庁拓殖課 浦河郡浦町大通 2丁目

長 ，尾 保 義 北大第二農場 札幌市北 18条西 7丁目

永 田 正Zデ久h 良E 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

中の目 茂 北海道酪農検査所
札幌市北3条西 7丁目
酪農センター内

中 III 忠 昭 道立根釧農試 標津郡標津町‘

中 島 実 酪農学園大学 江別市西野幌 58 2 

中 原 ~J，. 士幌農協 河東郡士幌町字士幌西2，.，...， 1 5 9 

-50ー



中 村 健 ホクレン畜産部 札幌市北 4条西 1丁目

o中 村 紀 夫 道立滝川畜産試験場 滝川|市字東滝川 735

o中曾根 徳 酪農学園大学 江別市西野幌

イ中 田 勝 夫 槍山家畜保健衛生所 帯広市西 14条南 6丁目

真島 波 直 樹 道立滝川畜産試腕勇 滝川市字東滝川 735

o槍 崎 昇 酪農学園大学 江別市西野幌 582

那 須 正次郎 ホクレ y畜産事業本部 札幌市北 4条西 1丁目

o名久井 忠 北農試畑作部家畜導入究研室 河西郡芽室町新生

o西 音E '慎 一 北農試畜産部 札幌市羊ク正

西 村 允，ー 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川 735• o西 ニ杭土ニ 進 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

西 勲 道農業改良謀 札幌市北 3条西 6丁目

西 ε圭pヨ 5t. 光 ホクレン畜産事業部 札幌市北4条西 1丁目

。仁 木 良 哉 北大農学部酪農科学研究施設 札幌市北 9条 9丁目

町F 村 完情ま】 酪農学園大学 江別市西野幌

沼 田 方ーι，，_ 明 酪農学園大学 " 。
原 勉 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川 73 5 

) 11 博 大雪地区農業改良普及所 上川郡美瑛町西町3丁目 1番地

及 ) 11 寛 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

o岡 田 z円tベ 穂 北大農学部畜産学科 札幌市北 9条西 9丁目

o岡 田 清 北農試畜産部 札幌市羊ク正

• 岡 :田 油 穂 北海道酪農検査所幌延駐在所 天塩郡幌延町留萌支jT綜合庁舎内

岡 本 E日ヨ -ー 北農試畜産部 札幌市羊ク正 1

岡 本 全 IJt. 新得畜試 上川郡新得町

o小 占メ生芸一 紀 美 道立根釧農業試験場 標津郡中標津町

o小 野 斉 帯広畜産大学獣医学科 帯広市稲田町

小野寺 靖 彦 酪農学園大学 江別市西野幌582

。犬 原 ケ¥ ー友 帯広畜産大学 帯広市稲田町

o大 橋 向 夫 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

大 橋 忠 留寿都地区産業改良普及所 虻田郡留寿都村役場内

o大久保 正 彦 北大農学部畜産学科 札幌市北 9条西 9丁目

大 つ椋忙 昭 治 道立新得畜産試験場 上川郡新得町
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大 沼 昭 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

太 沢 貞次郎 道立天北農試 枝幸郡浜頓別町

太 田 一 良E 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

太 田 竜太郎 北見農試専技 常呂郡訓音府町

央 村 孝 一 北大長学第一農場 札幌市北 11条西日丁目

o小 栗 紀 彦 北大農学部畜産学科 札幌市北 9条西 9丁目

o大 杉 J欠 男 北大農学部畜産学科 札腕市北 9条西 9丁目

大 竹 規 雄 ホクレン北見支所 北見市北 8条東 1丁目

o大 戸 辰 夫 雪印北海道支社酪農部 札幌市北苗穂町 36 

o大 浦 義 教 北海道酪農検査所
札幌市北 3条西7T.目

中酪標農津セ町ン東タ 内z • 大 場 峻 北海道酪農検査所中標津駐在所
標津郡 4条北3丁目

根室玄庁舎同庁舎

長 田 家』広 道農業改良謀 札幌市北3条西 6丁目

o大泰司 紀 之 北大獣医学部 札幌市北 18条西 9丁目

S 

嵯 峨 隆 北海道畜産会 札幌市北 4条西 7丁目 畜産会館内

寒河江 洋一郎 道立天北農業試験場 枝幸郡浜頓別町

匂 坂 昭 三E三コ 道立精川畜産試腕君 滝川市東滝川 73 5 

o斎 藤 千寿男 札幌市月寒西 2条 6丁目

斎 藤 健 ， -口士= 留萌市沖見町 2丁目

o斎 藤 恵、 一 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

o斎 藤 久 幸 雪印種百KK 札幌市美園2条 1丁目

斉 藤 斉 二石地区農業改良普及所 =石郡三石町字本桐

d 坂 井 清 治 北見市役所経済部農務課 北見市北 5条東2丁目

o酒 井“ 義 広 常呂郡端野町農協試膨易 常目郡端野町

坂 本 啓 輔 日本農産工KK小樽工場 小樽市港町 5の2

o先 本 勇 ー=口と. 北大農学部畜産学科 札幌市北 9条西 9丁目

佐久間 智 工 道立滝川畜産試験所 滝川市東滝川 735

o桜 井 先 道立中央農業試験場 夕張郡長出町東 6線北 15号

。鮫 島 邦 彦 酪農学園大学 江別市西野腕

佐 野 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

o佐々木 博 北大農学部農芸化学科 札幌市北 9条西 9丁目

笹 野 具 北海道酪農検査所
札映市北3条西 7丁目
酪農センター内

佐 藤 明 酪農学園植苗農場 苫小牧市植苗 10 0 
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佐 藤 由 羽幌開拓営農指導所 羽幌町南 7の 1

佐 藤 繁 夫 別海東部開拓営農指導所 別海村字西別

o佐 m告ー+さ4 多目 忠 帯広畜産大学 帯広市稲田町

佐 藤 忠 昭 長林省新冠種畜牧場 静内郡静内町衛園，

佐 藤 来日 男 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川

イ左 勝 正 一 網走支庁滝上地区農業改良普及所 紋別郡滝上町旭町

荘 司 勇 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

沢 主E士主"，' 彦 道庁農政課 札幌市北 3条西 6丁目

沢 辺 外喜雄 由仁地区農業改良普及所 夕張郡由仁町

沢 田 嘉 昭 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川• 沢 口 明 後志支庁岩守地区農業改良普及所岩内郡共和村大字南幌似村

o関 根 純二郎 北大農学部 札幌市北 9条西 9丁目

赤 城 望 也 ホクレン畜産部 札幌市北 4条西 1丁目

千 田 勉 道立天北農業試験場 枝幸郡浜頓別町緑ク丘

，比~、、 田 幸 土佐 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

o島 届A ‘ 亨次郎 北大農学部 札幌市北 9条西 9丁目

塩 田 義 蔵 札幌市南1条西 7丁目

首 藤 新 ホクレン畜産事業本部 札幌市北 4条西 1丁目

。庄 武 孝 義 帯広畜産大学 帯広市稲田町

外 石 昇 道立天北農業試験場天塩支場 天塩郡天塩町南川口

出 納 陽 酪農学園大学 江別市西野幌

須 貝 英 iーz毛「 道酪農検査所l幌延駐在所 天塩郡幌延町

• o杉 原 敏 ヨム 北農試畜産部 ヰ凶晃市羊ク正

。杉 本 日 之 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川

杉 村 誠 北大獣医学部 札幌市 18条西 9丁目

杉 山 英 夫 北海道畜産会 札幌市北4条西 7丁目

篠 原 照、 雄 北大農学部第 1農場 札幌市北 11条西 10丁目

o鈴 木 省 一 帯広畜産大学 帯広市稲田町

鈴 木 敏 夫 洞爺高校 虻田郡洞爺村字洞爺町

o鈴 木 得、 信 雪印乳業札幌研究室 札幌市苗穂町 36 

o鈴 木 慎二郎 北農試草地開発部 札幌市羊ク丘1

o清 水 ~Á 北大農学部畜産学科 札幌市北 9条西 9丁目

o清 水 良 彦 道立新得畜産試験場 上川郡新得町
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o新 出 陽 一 帯広畜産大学 帯広市稲田町

It 

曾 ネ艮 t与E三 夫 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

T 

田 ) 11 潔 農林技研KK 札幌市手稲東 3南 3丁目

0 品 橋 慎 雪印乳業 札幌市苗穂町 36 

ー

局 橋 武 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川

局 石 啓 道立滝川畜産試験場 滝川市字東滝川

品 村 幹 男 根室支庁企画室 根室市常盤町

IE司コ 届d与、 正 臣 道立天北農業試験場 枝幸郡浜頓別町

IE司2 野 信 雄 北農試草地開発第 1部 札幌市羊ク丘1

局 野 定 良B 北海道畜産会 札幌市北 4条西 7丁目 • 滝 沢 孝 櫓山支庁槍山南部改地区農普業
良及所

雨志郡能石町

0 局 松 一
て--了ー・ 酪農学園短大 江別市西野幌

丹 代 建 男 道立上川農試 旭川市永山町

武 山 友 彦 十勝中央家畜人工授精所 帯広市西 14条南 10丁目

滝 JII 寛 T演 道立中央農業試験場 夕張長沼町東 6線北 15号

田 村、 午 秋 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川 73 5 

o田 中 勝=郎 日本甜菜製糖KK 帯広市稲田町

I田 中 正 正1~久 道立浦川畜産試験場 滝川市字滝川 73 5 

回 中 誠 治 道庁畜産課 札幌市北 3条西 6丁目

田 垣 住 雄 酪農学園大学 江別市西野幌

田 辺 安 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

田 口 重 ぜ信 北海道食糧産業(株) 札幌市北 2条西 7τ目(中小企業ピリ)

"司コ よ目 英 彦 帯広畜大 帯広市稲田町

o谷 ;q 隆 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

竹 内 寛 北海道農業会議 札幌市北3条西 7丁目ト水産ピノレ

豊 国 修 一 雪印乳業 札幌市首穂町 36 

o坪 松 戒 一守ーー 道立新得畜産試験廿易 上川郡新得町

土 田 鶴 τ口士= 北海道畜産会 札幌市北 4条西 7丁目

塚 本 達 道立新得畜産試験場 上川郡新得町τ新得 42 

築 野 健 司 長瀬産業KK機械部 札幌市北 2条西 7丁目酪農センター内

官息 見 須賀男 ホクレン稚内畜産事業所 稚内市大黒町 2丁目 宗谷農業会館

o鶴 見 芳U 司 十勝支庁農水産課草地係 帯広市東 5条南 9丁目
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堤 義 雄 北大農学部 札幌市北 9条西 9丁目

都 築 軍 ~ムロ、 猿払地区農業改良普及所 宗谷郡猿払村鬼志別役場内

者百 築 主広コ主 イ乍 道立滝川|畜産試験場 滝川市字東滝川 735

者E 築利 来 札幌大学 札幌市西岡 243の 2

o鳶 野 保 道立根釧農業試験場 標津郡中標津町東 1条南 6丁目

。所 赤日 暢 道立滝川畜産試験場 滝川|市東滝川 735

U 

o植 野 次 ~5 明治乳業KK札幌工場 札幌市東札幌1条 3丁目

上 田 義 彦 全酪連札幌出張所 札幌市北 3条西 7丁目 酪長セ，ンター

o上 山 英 北大農学部 札幌市北 9条西 9丁目

o浦 ーと 清 帯広畜産大学 帯広市稲田町

• o浦 端 昭 雄 道魚連石狩畜産 石狩郡石狩町字船場町

o牛 島 純 酪農学園大学 江別市西野幌58 2 

フ士三ロr 場 利 国 野付郡別海村床丹第 1地区

裏 '悦 J欠 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

w 
不日 田 )贋 行 道立上川農試畑作科 士別市東山町 99 

矛日 田 輝 明 北海道酪農検査所帯広駐在所 帯広市東 5条南 9丁目

渡 辺 寛 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

渡 辺 正 土佐 浜頓別育牛センター 枝幸郡浜頓別町

o渡 辺 裕 北大農学部 札幌市北 9条西 9丁目

渡 辺 秀 夫 西興部地区農業改良普及所 紋別郡西興部村農協内

渡 辺 義 雄 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川 735

• y. 

o箭 原 男 北農試畜産部 札幌市羊ク丘 1

八 幡 林 男 北農試畑作部 河西郡茅室町

山 田 渥 道立滝川畜産試験場 滝川市東濁川 735

山 田 稔 上川生産業協同合組合会
連 畜産課

旭川市宮下通 14丁目

山 口 実 ホクレン畜産部 札幌市北 4条西 1丁目

山 本 盛 雄 北海道営競馬協力会 札幌市北4条西 7丁目 畜産会館内

o山 下 J忠 幸 帯広畜産大学 帯広市稲田町

o山 下 良 弘 北農試草地開発部 札幌市羊ク正

山 内 隆 陽 道庁農務部酪農草地課 札幌市北 3条西 6丁目
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山 崎 了 介 北海道畜産会 札幌市北4条西 7丁目

山 崎 勇 静内地区農業改良普及所 静内郡静内町駒場

山 崎 政 とYEロh 十勝支庁足寄地区農業改良普及所 足寄郡足寄町役場内

山 崎 昭 夫 北農試草地開発部 札幌市羊ク丘 1

o安 井 勉 北大農学部 札幌市北 9条西 9丁目

横 山 長 蔵 林業試験場北海道支場 札幌市豊平5条 13丁目

0米内山 昭 和 道立新得畜産試験場 上川郡新得町

米 森 清 ホクレン岩見沢支所 岩見沢市北 5条西 5丁目

0 米 田 裕 紀 道立滝川畜産試験場 滝川市東滝川|

士口と 野 高 幸 道立中央農試経営部 夕張郡長沼町東 6線北 15号

亡口と 田 稔 北海道農業開発公社
札幌市北 3条西7丁目 • 酪農研修センター内

o -=，:口と 田 員U 人 帯広畜産大学 帯広市稲田町

-口4一 回 '悟 道立根釧農業試験場 標津郡中標津町

。吉 本 正 道立滝川畜産試験場 滝川市東椅川173 5 

方--<-ι. 村 工 根室支庁標津地区農業改良普及所標津郡標津町字川北

湯 浅 7宅E己T 酪農学園大学 江別市西野幌 582

o遊 佐 孝 五 酪農学園大学 江別市西野幌 58 2 

計346

d 
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賛

旭

日

団

油 社

社

体

脂株

名

式会

産業の 丸

北海道ホルスタイン農業協同組合

北海道糧食株式会社

ホクレン農業協同組合連合会

木村器械庄

北原電牧株式会社

. 明治乳業株式会社札幌工場

三井農林株式会社斜里事業所

森永乳業株式会社北海道酪農事務所

日本配合飼料株式会社小樽工場

日本化学飼料株式会社

日本農産工業株式会社小樟工場

日本製粉株式会社

日優薬品株式会社

酪農振興株式会社

雪印乳業株式会社

雪印食品工業株式会社

雪印種苗株式会社

• 

助
t.、
コミ 員

所在

旭川市東旭川町

札幌市北 5条東 1丁目

札幌市北 15条，西5丁目

小樽市手宮町4丁目 10 

札幌市北4条西1丁目

札幌市北3条西2丁目

札幌市北19条東4丁目

札幌市東札幌 I条 3丁目 4

北海道斜里郡斜里町字三井

札幌市北2条西4丁目 三井ピノレ

小樽市堺町 8番地

函館市浅野町 l番地

小樽市南浜町 7丁目

小樟市高島町日本製粉工務課

札幌市南 6条西 11丁目

札幌市北 8条東 18丁目 13 

柏幌市苗穂町36番地

札幌市首穂町 36番地

札幌市美園 2条 1丁目

地

(計 1 9団体〉
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日本畜産学会北海道支部細則

第 I 条 本支部は日本畜産学会北海道支部と称し，事務所を北海道大学農学部畜産学教室に置く。

第 2 条 本支部は畜産K関する学術の進歩を図り，併せて北海道K於ける畜産の発展K資する事

を目的とする。

第 3 条 本支部は正会員，名誉会員，賛助会員をもって構成する。

1. 正会員は北海道に在住する日本畜産学会会員と，第2条の目的K賛同するものを

第 4 条

第 5 条

云う。

2. 名誉会員は本支部会K功績のあった者とし，評議員会の推薦Kより，総会tてない

て決定したもので，終身とする。

3. 賛助会員は北海道所在の会社団体とし，評議員会の議を経て決定する。

本支部は下記の事業を行左う。

1.総会 2. 講演会

本支部Vては下記の役員を置く。

支部長(日本畜産学会会員)

評議員

• 3. 研究発表会 4 その他必要左事業

1 名 割支部長 I 名

若干名 幹 事 若干名兵千チ

支部長は会務を総週し，本支部を代表する。副支部長は支部長を補佐し，支部長に事故あ

る時はその職務を代理する。評議員は本支部の重要事項を審議する。幹事は支部長の命

を受け，会務を慨するo ~fバMI)-'tJT雌 t: f 1'i
支部長，副支部長及茂評議鳥は，総会Vてないて支部会員中よりこれを選ぶ。役員選出K

際して支部長は選考委員を長炊均、委員会を構成ーせしめるo 小委員会は次期役員イ時者

を推薦し，総会の議を経て決定する。幹事は支部長が支部会員中主 D委嘱する。役員の

任期は 2年とし，重任は妨げ左い。但し支部長及び副支部長の重任は I回限bとする。

第 8 条 本支部K顧問を置くことが出来る。顧問は北海道在住の学識経験者より，総会で推挙す

第 6 条

第 7 条

第 9 条

第 1 0条

第 1 1条

第 1 2条

第 1 3条

第 1 4条

る。

総会は毎年1回開〈。但し必要左場合Vては臨時Vてとれを開ぐととが出来る。

総会では会務を報告し，重要事項Vてついて協議する。総会&議長持英喜脹がさとれ:R"あた

るo ~n 
'1-rJC 

正会員の会費は年額 20 0円とし，賛助会員の会費は1口以上としt 1口の年額は，

i;ヂo0円とするo 名誉会員からは会費を徴収し左1ハo
会費を納め左い者及び，会員としての名誉を致損する様左事のあった者は，評議員会の

議を経て除名される。

本支部の事業年度は， .4月 1日よ b翌年3月31日K終る。

本則の変更は，総会の決議Vてよる。

(昭和 37年 10月 2日改正〉

。。
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〔総会〕

〔講演会]

議題 1

議題 2

大 メ〉、
A 

次期支部役員の選出

支部細則の一部変更

案

第 5条監事 2名を:;b"( 

内

第 6条 「監事は支部の会計監査を行う」と書き加える。

第 7条 「支部長，副支部長，評議員及び監事は， Jとす

る。

第10条 「総会の議長は支部長がとれKあたる」を削除

議題 3 支部会費の値上げ

支部細則第 11条の会費を下記のように変更したい。

個人会費 400円(現行 20 0円)

賛助会費 え000円(現行 1，0 0 0円)

講演時間 9分(予鈴 8分 終鈴 9分〉厳守

討論時間 3分

. ，〆
， 

. (講演の図表〕

すべてスライドとして御用意下さい。

〔懇親会〕

会費 400円(当日徴集)4時より

/ 
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